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第１章    計画策定にあたって 

 

 

１ 計画策定の意義 

スポーツは、体力を向上させ、健康を維持･増進させるだけではなく、喜びや達成感

にもつながります。また、スポーツに懸命に取り組む姿は、多くの人に感動を与え、

スポーツによる競争とその努力の過程は、人間的な成長を促し、仲間とのチームワー

クやフェアプレーの精神を育みます。 

平成 23 年に公布された国の「スポーツ基本法」では、「スポーツを通じて幸福で豊

かな生活を営むことは、全ての人々の権利であり、全ての国民がその自発性の下に、

各々の関心、適性等に応じて、安全かつ公正な環境の下で日常的にスポーツに親しみ、

スポーツを楽しみ、又はスポーツを支える活動に参画することのできる機会が確保さ

れなければならない。」としており、スポーツは単なる運動にとどまらず、権利として

保障されるべきものであり、ＱＯＬ（生活の質）の向上という点において、非常に重

要な役割を果たしています。 

また、令和元年は、全国 12 都市でラグビーワールドカップ 2019™が開催され、

袋井市に所在する小笠山総合運動公園エコパスタジアムで行われた試合では 4 試合で

延べ 17 万人以上の観客を動員し、日本代表がアイルランド代表を相手に大金星を挙

げるなど、袋井市内のみならず、国内でのスポーツに対する気運は高まりをみせてい

ます。 

一方で、令和２年は、新型コロナウイルスの感染拡大により、東京 2020 オリンピ

ック･パラリンピック競技大会の延期、また、全国高等学校総合体育大会をはじめとす

る大規模スポーツイベントの中止や、各種プロスポーツの開催時期・方法の変更など、

すべてのスポーツ推進に大きな衝撃、影響を与えています。 

令和 2 年度で「第３次袋井市スポーツ推進計画」の計画期間が満了となることから、

同計画に基づき展開してきた施策や現在のスポーツを取り巻く状況、課題等を整理・

検証するとともに、「スポーツ基本法」及び国・県の計画、さらには、新型コロナウイ

ルスによる影響を含む社会全体の情勢を踏まえ、本市が計画的、かつ総合的に市民の

スポーツ推進に取り組んでいくため、「第４次袋井市スポーツ推進計画」を策定するも

のです。 
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２ 国や県の動き 

（１）国の動向  

国では、平成 23 年 6 月に「スポーツ振興法」を 50 年ぶりに改定し、新たに「ス

ポーツ基本法」を制定しました。また、同法に基づき平成 24 年 3 月に、今後 10 年

間を見通したスポーツ推進の基本方針、今後 5 年間に総合的かつ計画的に取り組むべ

き施策を定めた「スポーツ基本計画」を策定しました。 

その後、平成 27 年 10 月にスポーツ庁が新設され、国のスポーツ振興や、その他

のスポーツに関する施策の総合的な推進に向けて取り組んでいます。 

また、平成 29 年 3 月に国が「スポーツ基本計画」を見直し、「第２期スポーツ基

本計画」を策定しています。スポーツ立国の実現をめざす上での重要な指針を定めた

同計画では、「スポーツの価値」を具体化して発信するとともに、障がい者スポーツの

振興やスポーツ産業の成長等、スポーツ庁の重点施策を盛り込み、数値を含む成果指

標を第１期計画と比較し大幅に増加（8 項目→20 項目）しています。さらに、平成

30 年９月には、スポーツ基本法や同計画を踏まえ、一人でも多くの国民がスポーツ

に親しむ社会の実現を目的に『スポーツ実施率向上のための行動計画～「スポーツ･イ

ン･ライフ」を目指して～』が策定されました。 

 

（２）静岡県の動向  

静岡県では、平成 23 年３月に「静岡県スポーツ振興基本計画」を策定し、基本理

念である『「ふじのくに」生涯スポーツ社会の実現』を目指した各種施策を展開してき

ました。 

また、スポーツ基本法の制定を受け、平成 26 年 7 月には、「静岡県スポーツ推進

計画」を策定し、平成 30 年３月の改訂では、その後の社会情勢や国の動向を踏まえ、

新たに「スポーツの聖地づくり」を理念に掲げ、改訂前の理念を継承しつつ、スポー

ツをきっかけとする多様な交流や、地域の活性化、競技力の向上などに向け、理念を

具現化する取り組みを推進しています。 

特に、ラグビーワールドカップ 2019™及び東京 2020 オリンピック･パラリンピ

ック競技大会における自転車競技（ロードレース、マウンテンバイク、トラック）と

いった世界的イベントの開催により、スポーツを通じた活力ある地域社会の形成や国

内外との交流機会の充実、人材育成に努めています。 
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３ 袋井市の取り組み 

本市では、『第３次袋井市スポーツ推進計画』に基づき、「するスポーツ」、「観るス

ポーツ」、「支える（育てる）スポーツ」を施策の３本柱として、ウオーキングやニュ

ースポーツの普及といった生涯スポーツの振興をはじめ、アスリート育成に繋がる競

技スポーツの推進、ラグビー観戦啓発といった観るスポーツの推進など、それぞれ目

標達成に向け各種施策を展開してきました。 

また、新たなスポーツ活動の拠点として、市内初となる民間資金や経営能力などを

活かした PFI 事業により市総合体育館を整備しました。愛称についても、本市で初と

なるネーミングライツにより、［さわやかアリーナ］として、令和 2 年４月に供用を

開始し、快適な回遊性と機能性を有した運動施設とともに、カフェの併設や屋外大型

遊具の設置などで市民の憩いの場としての機能も果たしています。 

平成 30 年から 3 年をかけて取り組んだスポーツドリーム推進事業においては、平

成 30 年に全国高等学校総合体育大会（インターハイ）弓道競技を開催し、地域を挙

げたおもてなしを行うとともに、弓道体験コーナーの設置などで競技の振興を図りま

した。また、ラグビーワールドカップ 2019™では、ラグビーの普及啓発及び大会当日

のおもてなしやシティプロモーションなどに取り組みました。特に、試合当日に愛野

駅周辺に静岡県や関係各市と設置した「おもてなしエリア」には、4 日間で延べ 11

万人を超える観戦客が来場し、観戦客のおもてなしと、スポーツを通じた地域の魅力

発信に努めました。さらには、東京 2020 オリンピックに向けては、アイルランドチ

ームの事前キャンプを誘致し、キャンプ受入れに向けた各種準備や市民との交流機会

の創出に向けた取り組みを進めています。 

今後は、新型コロナウイルスの感染拡大防止など通常のスポーツ活動の展開に影響

を及ぼす外的要因への対応を考慮しつつ、健康増進としての市民のスポーツへの取組

意欲を向上する施策とあわせて、ＩＣＴを活用した施設予約など利便性の向上、東京

2020 オリンピック・パラリンピックによるスポーツの機運醸成、アイルランドチー

ムトレーニングキャンプ受入れに伴うまちの国際化、各種全国大会などにおけるシテ

ィプロモーションなど、スポーツを活かした地域の活性化にも努めていきます。 
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４ 計画の位置づけ 

（１）国のスポーツ基本法に規定する地方スポーツ推進計画として、国の「第 2 期ス

ポーツ基本計画」を参酌するとともに、平成 30 年に策定された「静岡県スポーツ

推進計画」との整合を図り、本計画を策定します。 

（２）本計画は、「第 2 次袋井市総合計画（後期計画）」を上位計画として整合性のあ

る具体的な施策を定めるほか、本市における様々な分野の諸計画の内容を踏まえ、

本市の将来像である「活力と創造で 未来を先取る 日本一健康文化都市」の実現に

向けたスポーツ推進施策を計画的かつ総合的に定める計画として位置付けます。加

えて、市内公共スポーツ施設の在り方や整備方針に関する「袋井市スポーツ施設 3R

プロジェクト（個別施設計画）」の上位計画としても位置付けます。 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 計画の期間 

本計画は、令和３年度から令和７年度までの５か年間を計画期間とします。なお、

この期間中、計画の進行状況や社会情勢等の変化により、必要に応じて計画の見直し

を行います。 

 

 

                        

 

計画名 
令和 
２年度 

令和 
３年度 

令和 
４年度 

令和 
５年度 

令和 
６年度 

令和 
７年度 

（国）第２期スポーツ 
基本計画 

      

静岡県スポーツ推進計画       

第２次袋井市総合計画       

第４次袋井市スポーツ 
推進計画 

      

 
 

 

前期計画 後期計画 
 

 

 

第３次計画 

【 国 】 

第２期 

スポーツ基本計画 

【 静岡県 】 

静岡県 

スポーツ推進計画 

 

 

第２次袋井市総合計画 

第４次袋井市 
スポーツ推進計画 

袋
井
市
健
康
づ
く
り
計
画 

袋
井
市
長
寿
し
あ
わ
せ
計
画 

袋
井
市
障
が
い
者
計
画 

袋
井
市
教
育
大
綱 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

な
ど 

整合 

・ 

連携 

袋井市スポーツ施設 

３Ｒプロジェクト 

整合 

参酌 

整合 
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第２章    スポーツを取り巻く状況 

 

 

１ 本市の公共スポーツ施設 

市内には、約 30 ヶ所の公共スポーツ施設があり、その多くは老朽化が進んでいま

す。 

なお、令和 2 年 4 月には新たなスポーツの拠点となる総合体育館（さわやかアリー

ナ）の供用を開始し、市民のスポーツ活動の幅がさらに広がっています。 

 

市内の公共スポーツ施設一覧 

区分 番号 施設名 施設機能 

複 合 

施 設 

１ 総合体育館（さわやかアリーナ） 
競技場、トレーニング室、武道場、多目的室

（フィットネス） 

２ 小笠山総合運動公園エコパ 

陸上トラック、サッカー場、競技場、トレー

ニング室、研修室（フィットネス）、多目的

運動広場等 

３ 愛野公園 野球場、テニスコート、弓道場、相撲場 

４ 風見の丘 プール、トレーニング室、フィットネス室 

５ 月見の里学遊館 プール、トレーニング室、フィットネス室 

６ 山名コミュニティセンター テニスコート、トレーニング室 

７ 三川地区コミュニティ広場 テニスコート、多目的運動広場 

区分 番号 施設名 

体育館 
8 浅羽体育センター 

9 袋井体育センター 

野球場 10 浅羽球技場 

テ ニ ス

コート 
11 浅羽テニスコート 

プール 12 袋井 B&G 海洋センター 

多 目 的

運 動 広

場等 

13 
袋井北地区コミュニティ

広場 

14 
国道 1 号バイパス高架下

多目的広場 

15 堀越公園多目的広場 

16 
虹のささやき公園グラウ

ンド 

17 
袋井東地区コミュニティ

広場 

18 広岡河川公園グラウンド 

 

区分 番号 施設名 

多 目 的

運 動 広

場等 

19 
原野谷川親水公園東側広

場 

20 田原緑地グラウンド 

21 
原野谷川スポーツ公園グ

ラウンド 

22 
中遠クリーンセンター多

目的広場 

23 浅羽北多目的運動広場 

24 
笠原地区コミュニティ広

場 

25 浅羽東多目的運動広場 

26 浅羽西多目的運動広場 

27 二瀬多目的運動広場 

28 （仮称）春岡多目的広場 

29 宇刈里山公園多目的広場 
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市内の公共スポーツ施設の位置 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総合体育館（さわやかアリーナ）

小笠山総合運動公園エコパスタジアム
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２ 市民のスポーツに関する意識調査の結果について 

本市のスポーツの現状を「第 3 次袋井市スポーツ推進計画」の基本目標の５つの視

点から、市民のスポーツに関する意識について分析しました。 

【調査概要】 

調 査 名：第４次袋井市スポーツ推進計画策定等に係る市民意識調査 

調査対象：袋井市在住の 18 歳以上を無作為抽出 

調査期間：令和２年６月１日から令和２年６月 15 日 

調査数等：配布 3,000 件 回数 1,253 件 有効回答率 41.8％ 

※調査結果の割合については、小数第二位を四捨五入しているため、合計 100％とならない場合があります。 

 

（１）生涯スポーツについて  

<特徴> 

・成人の週 1 回以上のスポーツ実施率は、増加している。 

・スポーツ実施率はシニア世代で高く、30～40 歳代では低い。また、行

わない理由は、「仕事、家事、育児などで忙しく時間がない」が高い。 

・障がい者スポーツについて、「関心がある」「やや関心がある」がおよそ 4

割となっている。 

・障がい者スポーツやパラリンピック競技種目を観戦または見たことがある

かについて、テレビ、ラジオ、インターネット配信等も含めた「見た」が

高く、「実際に見た」は 1.8％とわずかである。また、障がい者スポーツ

を体験・経験したことがあるかについておよそ６％と少ない。 

 

 

① 成人の週 1 回以上のスポーツ実施率 

成人の週 1 回以上のスポーツ実施率は、「令和元年度 袋井市総合計画推進に係る

市民意識調査」によると 45.8％となっており、近年はほぼ横ばいで推移してきまし

たが、本調査では 57.8％と近年の数値を大きく上回りました。ウオーキングやラン

ニングなど、いつでも手軽にできる個人スポーツが好まれる傾向にあることが考えら

れます。 
 

成人の週 1回以上のスポーツ実施率 

 

 

 

 

 

 

  

袋井市 静岡県

41.9 41.3 

41.9 

40.5 40.5 41.9 
45.8 

57.8 
41.9 41.4

37.7

49.7
52.7 53.9 52.9 54.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年

（％）
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② 年齢別のスポーツ実施率 

ウオーキングや体操など気軽にできる生涯スポーツの啓発により、シニア世代での

スポーツ実施率は高くなっていますが、子育てや仕事などで忙しい 30～40 歳代のス

ポーツ実施率は低くなっています。 

性・年齢別でみると、男性では、年齢が高くなるにつれスポーツ実施率が高くなっ

ています。女性では、50 歳以上でスポーツ実施率が高くなっています。 

年齢別のスポーツ実施率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別のスポーツ実施率 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数

（件
） 

週
１
回
以
上 

非
該
当 

無
回
答 

男性 20 歳代以下 60 48.3 51.7 － 

    30 歳代 76 48.7 51.3 － 

    40 歳代 83 50.6 49.4 － 

    50 歳代 102 55.9 44.1 － 

    60 歳代 124 66.9 33.1 － 

    70 歳以上 147 74.8 25.2 － 

女性 20 歳代以下 117 53.0 47.0 － 

    30 歳代 100 53.0 47.0 － 

    40 歳代 92 51.1 48.9 － 

    50 歳代 92 57.6 42.4 － 

    60 歳代 104 58.7 41.3 － 

    70 歳以上 124 57.3 42.7 － 

 

回答者数 =

20歳代以下 178

30歳代 177

40歳代 175

50歳代 195

60歳代 229

70歳以上 274

51.1

50.8

50.9

56.9

63.3

67.2

48.9

49.2

49.1

43.1

36.7

32.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１回以上 非該当 無回答
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③ スポーツや運動をしなかった主な理由 

「仕事、家事、育児などで忙しく時間がない」が 42.7％と最も高くなっています。 

 

スポーツや運動をしなかった主な理由【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 障がい者スポーツに関心があるか 

「関心がある」「やや関心がある」の割合が 43.6％となっています。 

障がい者スポーツへの関心の有無 

 

 

 

  

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない

わからない 無回答

回答者数 =

  1,253 9.0 34.6 25.9 10.9 15.7 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

1� 

 

⑤ 障がい者スポーツを体験・経験したことがあるか 

体験・経験したことがある割合が 5.7％と少なくなっています。 

 

障がい者スポーツを体験・経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 障がい者スポーツやパラリンピック競技種目を観戦または見たことがあるか 

テレビ、ラジオ、インターネット配信等も含めた「見た」は 62.3％と高くなってお

り、その中でも「実際に見た」は 1.8％とわずかになっています。 

 

障がい者スポーツやパラリンピック競技種目を観戦または見たことがありますか【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい いいえ 無回答

回答者数 =

  1,253 5.7 92.8 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）アスリートを育てる競技スポーツについて  

<特徴> 

・全国大会や国際大会に出場する選手や団体への関心は増加している。 

・袋井市のスポーツレベルの向上の必要性は、「もっと向上させる必要があ

る」が前回調査と比べ若干高く、約半数を占めている。その手法は、「施

設の充実や環境の整備を図る」に次いで「指導者の資質向上を図る」、「選

手への支援・協力」となっている。 
 

 

① 本市から全国大会や国際大会に出場する選手や団体に関心がある方の割合 

本市から全国大会や国際大会に出場する選手や団体に関心がある方の割合は、

65.8％となっており、前回調査（平成 27 年実施）の 55.4%と比較し、10.4％増加

しています。全国大会等で活躍することを期待している市民が多いことが伺えます。 

 

本市から全国大会や国際大会に出場する選手や団体に関心がある方の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今後、袋井市のスポーツレベル（競技力）をもっと向上させる必要がある

と思うか 

「もっと向上させる必要がある」の割合が、前回調査（47.3％）と比較し若干高く、

48.4％と約半数を占めています。 

 

袋井市のスポーツレベル（競技力）をもっと向上させる必要があると思うか 

 

 

 

 

 

  

回答者数＝

令和２年度調査 1,253

平成27年度調査 1,228

48.4

47.3

44.3

41.3

7.3

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数＝

令和２年度調査 1,253

平成27年度調査 1,228

22.5

18.7

43.3

36.7

13.4

15.5

11.0

16.2

5.5

5.5

4.2

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に関心がある やや関心がある どちらともいえない

あまり関心がない まったく関心がない 無回答

もっと向上させる必要がある 今のレベルのままでよい 無回答
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③ 袋井市のスポーツレベル（競技力）をもっと向上させる手法 

「施設の充実や環境の整備を図る」の割合が 42.7％に次いで「指導者の資質向上

を図る」の割合が 40.5％、「選手への支援・協力」の割合が 32.9％となっています。 

 

袋井市のスポーツレベル（競技力）をもっと向上させる手法【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

指導者の数をもっと増やす

指導者の資質向上を図る

施設の充実や環境の整備を
図る

若手から青年まで一環した指
導

能力のある選手の発掘に力
を入れる

優秀選手や功労者などへの
表彰

スポーツ団体への支援・協力

選手への支援・協力

トップアスリートの指導や試合
観戦

その他

無回答

25.9

40.5

42.7

15.0

24.2

5.4

26.9

32.9

18.5

3.0

0.5

28.1

44.6

46.5

16.4

30.1

7.6

22.0

28.4

18.1

1.7

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和２年度調査

（回答者数=607）

平成27年度調査

（回答者数=581）
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（３）スポーツへの興味・関心の高まりとまちの活性化について 
 

<特徴> 

・スポーツを観戦した理由について「そのスポーツが好きだから」が最も高

く、次いで「以前そのスポーツを実施しているから」「応援しているチー

ムがあるから」「応援している選手がいるから」が高い。また、スポーツ

を観戦している方のスポーツ実施率が高い傾向にある。 

・観戦した競技は、「サッカー、フットサル」が最も多く、次いで「ラグビ

ー」となっている。「サッカー、フットサル」「ラグビー」は、「実際に会

場に見に行ったりしている」の割合が他の競技よりも高い。 

・さわやかアリーナやエコパで開催を期待するイベントは、「プロスポーツ

の試合や国際大会」が最も高い。 

・市内で行われたスポーツ行事やスポーツ教室などの参加について、自治会

やコミュニティセンターが主催する行事が最も高い。 

・スポーツに期待する効果・役割は、「プロスポーツ・国際試合の誘致など

に伴う地元経済の活性化」「余暇時間の有効活用」が同等で高い。 

・スポーツ情報の発信方法は、「市発行の広報誌」が最も高く、次いで「イ

ンターネット・SNS」となっている。 

 

 

① スポーツを観戦した理由 

「そのスポーツが好きだから」の割合が 70.7％と最も高く、次いで「応援している

チームがあるから」「以前そのスポーツを実施していたから」「応援している選手がい

るから」が高くなっています。また、スポーツを観戦している方のスポーツ実施率が

高い傾向にあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツを観戦した理由【複数回答】 



 

1� 

 

② 年齢別のスポーツ観戦競技 

70 歳以上を除くすべての年代で、「サッカー、フットサル」が最も多く、次いで「野

球」「ラグビー」が多い傾向となっています。「サッカー、フットサル」「ラグビー」観

戦者は、「実際に会場に見に行ったりしている」の割合が他の競技よりも高くなってい

ます。 
 

年齢別のスポーツ観戦競技【複数回答】 

単位：％ 

区分 

有

効

回
答

数

（件
） 

野
球 

サ
ッ
カ
ー
、
フ

ッ
ト
サ
ル 

相
撲 

テ
ニ
ス 

バ

レ
ー
ボ

ー

ル バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル 

モ
ー

タ
ー

ス

ポ
ー
ツ 

自
転
車 

ラ
グ
ビ
ー 

陸
上
競
技 

マ
ラ
ソ
ン
、
駅

伝 水
泳 

体
操
、
新
体
操 

ス
キ
ー
、
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド 

20 歳代以下 106 43.4 56.6 1.9 13.2 29.2 14.2 2.8 － 24.5 16.0 20.8 9.4 0.9 1.9 

30 歳代 108 46.3 73.1 9.3 13.0 27.8 16.7 4.6 1.9 28.7 14.8 20.4 12.0 5.6 9.3 

40 歳代 126 45.2 68.3 11.1 16.7 30.2 10.3 9.5 0.8 34.9 12.7 21.4 9.5 5.6 6.3 

50 歳代 142 53.5 62.7 21.1 23.2 25.4 10.6 14.8 2.1 36.6 20.4 39.4 13.4 11.3 4.2 

60 歳代 180 57.8 63.3 41.7 25.6 25.0 5.6 8.9 2.8 27.8 25.0 42.8 17.2 11.7 2.2 

70 歳以上 227 61.2 45.8 59.9 20.7 32.6 5.3 4.0 2.2 20.3 24.2 53.7 22.9 19.4 5.3 

 

区分 

ス
ケ
ー
ト 

柔
道 

剣
道 

空
手 

ゴ
ル
フ 

ボ
ク
シ
ン
グ 

レ
ス
リ
ン
グ 

ボ
ウ
リ
ン
グ 

ア
メ

リ
カ

ン

フ

ッ
ト
ボ

ー

ソ
フ
ト
ボ

ー

ル 卓
球 

バ

ド

ミ

ン
ト

ン 総
合
格
闘
技 

そ
の
他 

無
回
答 

20 歳代以下 11.3 － 0.9 － 7.5 3.8 － － 0.9 0.9 2.8 4.7 2.8 2.8 － 

30 歳代 11.1 6.5 － － 5.6 12.0 － 0.9 1.9 2.8 12.0 2.8 12.0 2.8 － 

40 歳代 20.6 3.2 3.2 1.6 9.5 12.7 1.6 3.2 1.6 1.6 10.3 7.9 11.9 2.4 0.8 

50 歳代 21.1 9.2 1.4 1.4 23.9 7.7 3.5 2.1 0.7 5.6 12.0 4.9 5.6 2.1 0.7 

60 歳代 18.9 5.0 1.7 1.1 27.8 8.3 1.1 2.8 1.7 2.8 22.2 13.3 4.4 1.7 0.6 

70 歳以上 26.4 8.4 1.3 3.5 29.5 15.9 3.5 5.3 1.3 7.5 28.6 10.1 4.8 1.8 1.3 

 

性・年齢別のスポーツ観戦競技（上位３位） 
 １位 ２位 ３位 

男性 20 歳代以下 野球 64.1％ サッカー、フットサル 59.0％ バレーボール 28.2％ 

    30 歳代 サッカー、フットサル 81.8％ 野球 52.7％ ラグビー 29.1％ 

    40 歳代 サッカー、フットサル 71.0％ 野球 53.2％ ラグビー 25.8％ 

    50 歳代 サッカー、フットサル 74.7％ 野球 69.6％ マラソン、駅伝 38.0％ 

    60 歳代 野球 68.0％ サッカー、フットサル 65.0％ 相撲 41.7％ 

    70 歳以上 野球 76.7％ 相撲 67.4％ マラソン、駅伝 58.1％ 

女性 20 歳代以下 サッカー、フットサル 54.5％ 野球 31.8％ バレーボール 30.3％ 

    30 歳代 サッカー、フットサル 64.2％ 野球 39.6％ バレーボール 32.1％ 

    40 歳代 サッカー、フットサル 65.6％ ラグビー 43.8％ 野球 37.5％ 

    50 歳代 サッカー、フットサル 47.6％ マラソン、駅伝 41.3％ スケート 41.3％ 

    60 歳代 サッカー、フットサル 61.8％ マラソン、駅伝 44.7％ 野球 43.4％ 

    70 歳以上 相撲 50.0％ バレーボール 49.0％ マラソン、駅伝 47.9％ 
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③ 今後、さわやかアリーナやエコパでどのようなイベントの開催を期待するか 

「プロスポーツの試合や国際大会」が 55.2％と最も高く、次いで「駐車場などを活

用した産業展」やグルメイベントが 42.1％となっています。 
 

さわやかアリーナやエコパでどのようなイベントの開催を期待するか【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 市内で行われたスポーツ行事やスポーツ教室などに参加した経験 

男女ともにどの年齢も「参加しなかった」の割合が最も高くなっています。また、

男女ともに 30 歳代以下で「行っていることを知らなかった」の割合が高くなってい

ます。 

性・年齢別の市内で行われたスポーツ行事やスポーツ教室などに参加した経験 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数

（件
） 

参
加
し
た 

見
学
だ
け
し
た 

参
加
し
な
か
っ
た 

行

っ
て
い
る

こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た 

無
回
答 

男性 20 歳代以下 60 21.7 5.0 46.7 26.7 － 

    30 歳代 76 14.5 2.6 56.6 25.0 1.3 

    40 歳代 83 36.1 1.2 41.0 19.3 2.4 

    50 歳代 102 25.5 2.0 56.9 15.7 － 

    60 歳代 124 25.0 6.5 53.2 12.1 3.2 

    70 歳以上 147 24.5 10.2 51.0 8.2 6.1 

女性 20 歳代以下 117 21.4 1.7 41.9 35.0 － 

    30 歳代 100 27.0 － 42.0 31.0 － 

    40 歳代 92 31.5 4.3 46.7 15.2 2.2 

    50 歳代 92 35.9 5.4 46.7 8.7 3.3 

    60 歳代 104 39.4 4.8 40.4 13.5 1.9 

    70 歳以上 124 21.8 7.3 53.2 5.6 12.1   
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⑤ 市内で行われたスポーツ行事やスポーツ教室などに参加した方がどのよう

なイベントに参加したか 

自治会やコミュニティセンターが主催する行事に参加した方が 41.7％と最も高く

なっています。 
 

市内で行われたスポーツ行事やスポーツ教室などに参加した方が 

どのようなイベントに参加したか【複数回答】 
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⑥ 今後、スポーツにどのような効果・役割を期待するか 

「プロスポーツ・国際試合の誘致などに伴う地元経済の活性化（26.4％）」「余暇時

間の有効利用（24.9％）」が同等で高く、このことからまちと自身への効果を同等に

求めていると考えられます。 

 

今後、スポーツにどのような効果・役割を期待するか【複数回答】 
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⑦ 今後、袋井市のスポーツ情報がどのような形で発信されるのが望ましいか 

「市発行の広報誌」が 60.2％と最も高く、次いで「インターネット・SNS」が 41.1％

となっています。性・年齢別でみると、男女ともに 20 歳代以下で「インターネット・

ＳＮＳ」の割合が、60 歳代で「市発行の広報誌」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別の今後、袋井市のスポーツ情報がどのような形で発信されるのが望ましいか【複数回答】 

単位：％ 

区分 
 

有
効
回
答
数

（件
） 

市
発
行
の
広
報
誌 

ス
ポ
ー
ツ
協
会
発
行

の
広
報
誌 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
発
行

の
広
報
誌 

新
聞 

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

イ
ベ
ン
ト
情
報
誌 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

テ
レ
ビ
等
の
ス
ポ
ッ

ト
放
送 

全
国
版
の
ス
ポ
ー
ツ

情
報
誌 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 20 歳代以下 60 43.3 10.0 1.7 18.3 21.7 8.3 68.3 15.0 8.3 － 6.7 

    30 歳代 76 47.4 3.9 7.9 9.2 22.4 13.2 63.2 22.4 5.3 3.9 3.9 

    40 歳代 83 50.6 8.4 2.4 14.5 15.7 9.6 56.6 15.7 4.8 － 1.2 

    50 歳代 102 52.9 5.9 4.9 18.6 16.7 8.8 64.7 10.8 2.9 2.0 2.9 

    60 歳代 124 70.2 12.1 6.5 15.3 18.5 18.5 22.6 11.3 － 2.4 8.1 

    70 歳以上 147 63.3 15.6 3.4 27.9 15.0 15.6 11.6 10.2 2.0 0.7 14.3 

女性 20 歳代以下 117 44.4 0.9 4.3 12.0 24.8 17.1 70.1 27.4 2.6 － 0.9 

    30 歳代 100 62.0 2.0 － 6.0 18.0 14.0 63.0 13.0 1.0 － 2.0 

    40 歳代 92 60.9 3.3 1.1 17.4 21.7 12.0 51.1 19.6 3.3 1.1 1.1 

    50 歳代 92 70.7 13.0 6.5 14.1 19.6 20.7 41.3 15.2 4.3 1.1 4.3 

    60 歳代 104 81.7 13.5 1.9 17.3 18.3 11.5 19.2 8.7 － 1.9 4.8 

    70 歳以上 124 65.3 8.9 4.8 11.3 21.0 9.7 6.5 7.3 － 1.6 16.1 
  

％

市発行の広報誌

スポーツ協会発行の広報誌

スポーツ団体発行の広報誌

新聞

ポスター、チラシ、パンフレット

イベント情報誌

インターネット・ＳＮＳ

テレビ等のスポット放送

全国版のスポーツ情報誌

その他

無回答

60.2

8.3

3.8

15.6

19.0

13.7

41.1

14.1

2.4

1.2

6.4

68.6

12.5

6.4

16.7

21.6

15.7

20.7

10.3

3.0

1.1

8.2

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数=1,253）

平成27年度調査

（回答者数=1,228）

今後、袋井市のスポーツ情報がどのような形で発信されるのが望ましいか【複数回答】 
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（４）スポーツ活動を支える組織の強化と人材育成について  
 

<特徴> 

・スポーツの大会やイベントにボランティアとして参加したことがある割合

は低い。また、スポーツや運動に対しての係わり合いや貢献についても

「したいと思わない」が最も高く（55.7％）、前回調査（平成 27 年実

施）の 53.3％から 2.4％増加しています。 

・スポーツや運動クラブ等へ加入している人は減少している。 

・新たにスポーツクラブ、同好会、教室に加入する場合の望ましいあり方に

ついて、「定期的・継続的にスポーツ活動を体験できる」「子どもから高齢

者までの各年齢層が参加できる」「個々のスポーツニーズに応じた指導や

体制が整っている」が高い。 

 

① スポーツの大会やイベントにボランティアとして参加したことがあるか 

「はい」の割合が 21.9％と低調な数値となっています。 

性・年齢別でみると、男女ともに 20 歳代以下で「はい」の割合が高くなっていま

す。 

スポーツの大会やイベントにボランティアとして参加の有無 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別のスポーツの大会やイベントにボランティアとして参加の有無 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数

（件
） 

は
い 

い
い
え 

無
回
答 

男性 20 歳代以下 60 38.3 58.3 3.3 

    30 歳代 76 17.1 78.9 3.9 

    40 歳代 83 25.3 72.3 2.4 

    50 歳代 102 26.5 71.6 2.0 

    60 歳代 124 29.0 67.7 3.2 

    70 歳以上 147 25.9 66.0 8.2 

女性 20 歳代以下 117 30.8 68.4 0.9 

    30 歳代 100 24.0 75.0 1.0 

    40 歳代 92 15.2 83.7 1.1 

    50 歳代 92 15.2 82.6 2.2 

    60 歳代 104 12.5 82.7 4.8 

    70 歳以上 124 8.9 82.3 8.9 

 

はい いいえ 無回答

回答者数 =

  1,253 21.9 74.1 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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② スポーツや運動に対して、どのような係わり合いや貢献をしたいかについて 

「したいと思わない」の割合が 55.7％と最も高くなっています。 

性・年齢別でみると、男女ともにどの年齢も「したいと思わない」の割合が最も高

くなっています。 

スポーツや運動に対して、どのような係わり合いや貢献をしたいか【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

スポーツ・運動クラブの企画、
運営

スポーツ・運動クラブの技術
指導

スポーツ・運動クラブの手伝
い

スポーツ大会・運動会・競技
会などの運営

スポーツ施設の清掃などの管
理

スポーツ少年団などでの技術
指導や審判

スポーツ少年団などでの手伝
い（技術指導以外）

したいと思わない

その他

無回答

4.8

2.4

18.2

4.1

6.4

2.6

6.7

55.7

5.3

7.5

2.8

2.4

13.8

1.7

7.8

1.4

6.6

53.3

4.5

14.1

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数=1,253）

平成27年度調査

（回答者数=1,228）
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性・年齢別のスポーツや運動に対して、どのような係わり合いや貢献をしたいか【複数回答】 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数

（件
） 

ス
ポ
ー
ツ

・
運
動
ク
ラ
ブ
の

企
画
、
運
営 

ス
ポ
ー
ツ

・
運
動
ク
ラ
ブ
の

技
術
指
導 

ス
ポ
ー
ツ

・
運
動
ク
ラ
ブ
の

手
伝
い 

ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
運
動
会

・

競
技
会
な
ど
の
運
営 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
清
掃
な
ど

の
管
理 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
で
の

技
術
指
導
や
審
判 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
で
の

手
伝
い

（技
術
指
導
以
外
） 

し
た
い
と
思
わ
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 20 歳代以下 60 18.3 6.7 28.3 8.3 10.0 10.0 8.3 43.3 1.7 3.3 

    30 歳代 76 9.2 5.3 17.1 3.9 5.3 2.6 6.6 64.5 － 6.6 

    40 歳代 83 7.2 6.0 10.8 7.2 6.0 8.4 13.3 54.2 2.4 2.4 

    50 歳代 102 2.9 2.9 16.7 3.9 2.9 3.9 7.8 65.7 2.0 1.0 

    60 歳代 124 4.8 2.4 22.6 4.8 6.5 1.6 6.5 54.0 3.2 8.1 

    70 歳以上 147 2.7 2.0 21.8 4.1 6.8 2.7 4.8 46.9 8.8 12.2 

女性 20 歳代以下 117 9.4 2.6 26.5 8.5 4.3 2.6 11.1 53.8 2.6 － 

    30 歳代 100 2.0 2.0 14.0 3.0 6.0 1.0 13.0 61.0 3.0 4.0 

    40 歳代 92 4.3 1.1 30.4 5.4 5.4 2.2 8.7 55.4 2.2 2.2 

    50 歳代 92 4.3 1.1 16.3 2.2 4.3 － 3.3 60.9 9.8 6.5 

    60 歳代 104 1.0 － 14.4 1.0 14.4 － 1.9 55.8 9.6 9.6 

    70 歳以上 124 － － 1.6 － 6.5 0.8 0.8 54.0 13.7 24.2  

 

③ スポーツや運動クラブ等へ加入している人の割合 

加入している人の割合は、16.3％となっており、前回調査（平成 27 年実施）の

19.1％から 2.8％減少しています。ウオーキングやランニングなど、いつでも手軽に

できる個人スポーツが好まれる傾向にあるため、スポーツや運動クラブ等への加入が

進んでいない状況が考えられます。 

性・年齢別でみると、男女ともにどの年齢も「入っていないし、これからも入るつ

もりはない」の割合が最も高くなっています。 

スポーツや運動クラブ等への加入している人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数＝

令和２年度調査 1,253

平成27年度調査 1,228

16.3

19.1

20.4

25.1

61.8

52.1

1.6

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入っている

入っていないが、できれば入りたい

入っていないし、これからも入るつもりはない

無回答
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性・年齢別のスポーツや運動クラブ等への加入している人の割合 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数

（件
） 

入
っ
て
い
る 

入
っ
て
い
な
い
が
、

で
き
れ
ば
入
り
た
い 

入
っ
て
い
な
い
し
、

こ
れ
か
ら
も
入
る
つ

も
り
は
な
い 

無
回
答 

男性 20 歳代以下 60 11.7 25.0 61.7 1.7 

    30 歳代 76 14.5 19.7 65.8 － 

    40 歳代 83 13.3 12.0 72.3 2.4 

    50 歳代 102 10.8 18.6 70.6 － 

    60 歳代 124 13.7 24.2 60.5 1.6 

    70 歳以上 147 23.1 11.6 62.6 2.7 

女性 20 歳代以下 117 8.5 18.8 71.8 0.9 

    30 歳代 100 10.0 23.0 66.0 1.0 

    40 歳代 92 7.6 37.0 55.4 － 

    50 歳代 92 17.4 26.1 55.4 1.1 

    60 歳代 104 26.9 24.0 48.1 1.0 

    70 歳以上 124 28.2 12.1 54.0 5.6 

 

④ 今後、新たにスポーツクラブ、同好会、教室に加入するとした場合、どの

ようなあり方が望ましいと思うか 

「定期的・継続的にスポーツ活動を体験できる」の割合が 35.1％、「子どもから高

齢者までの各年齢層が参加できる」の割合が 22.2％、「数多くのスポーツ種目が体験

できる」の割合が 17.4％、「個々のスポーツニーズ（興味・技術など）に応じた指導

や体制が整っている」の割合が 15.5％となっていることから、ライフステージのス

ポーツニーズに応じて定期的・継続的に参加できる、多様なスポーツニーズに対応で

きるスポーツクラブ等が求められていることが伺えます。 
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今後、新たにスポーツクラブ、同好会、教室に加入するとした場合、 

どのようなあり方が望ましいと思うか【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１種目のスポーツが体験でき
る

数多くのスポーツ種目が体験
できる

スポーツだけでなく、学習体
験などの活動も並行して体験
できる機会がある

定期的・継続的にスポーツ活
動を体験できる

積極的に新しいスポーツ・運
動種目を取り入れていく

個々のスポーツニーズ（興味・
技術など）に応じた指導や体
制が整っている

子どもから高齢者までの各年
齢層が参加できる

初心者からトップレベルの人
までの各技術レベルの人たち
が参加できる

主に地域の人たちが加入でき
る（例：小学校単位、コミセン、
市内など）

地域にこだわらず、広範囲の
人たちが加入できる（例：市
外、県外など）

運営は、主に市が担う

運営は、主に参加者（参加団
体や個人）が担う

運営は、民間スポーツ組織が
担う

無回答

9.8

17.4

11.8

35.1

6.1

15.5

22.2

14.2

11.3

12.2

15.0

5.9

6.5

15.9

9.4

14.0

8.5

31.5

2.6

18.3

16.2

10.6

15.7

11.5

11.9

11.5

6.4

19.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和２年度調査

（回答者数=459）

平成27年度調査

（回答者数=235）
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（５）誰もが気軽に取り組めるスポーツ環境について  
 

<特徴> 

・この１年間での袋井市にある公共スポーツ施設を「利用したことがない」

がおよそ 7 割となっている。 

・公共スポーツ施設利用について利用経験がある方の満足度は、「やや満

足」「満足」が高く、「やや不満」「不満」は低い。また、利用しなかった

理由については、「利用する機会・必要がなかった」が最も高くなってい

る一方、袋井市の公共スポーツ施設の充実について、「数も質も充実して

いる」の割合が最も高い。 
 

① この１年間で、袋井市にある公共スポーツ施設（さわやかアリーナ、市民体育

館、体育センター、エコパ、Ｂ＆Ｇ海洋センターなど）を利用したことがあるか 

「利用したことがない」の割合が、69.0％と高くなっています。前回調査（70.6％）

からほぼ横ばいで推移しています。 

性・年齢別でみると、男女ともに年齢が高くなるにつれ「利用したことがない」の

割合が高くなる傾向がみられます。 

 

この１年間で、袋井市にある公共スポーツ施設（さわやかアリーナ、市民体育館、 

体育センター、エコパ、Ｂ＆Ｇ海洋センターなど）を利用したことがあるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別のこの１年間で、袋井市にある公共スポーツ施設（さわやかアリーナ、市民体育館、 

体育センター、エコパ、Ｂ＆Ｇ海洋センターなど）を利用したことがあるか 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数

（件
） 

利
用
し
た
こ

と
が
あ
る 

利
用
し
た
こ

と
が
な
い 

無
回
答 

男性 20 歳代以下 60 36.7 61.7 1.7 

    30 歳代 76 39.5 60.5 － 

    40 歳代 83 31.3 67.5 1.2 

    50 歳代 102 25.5 74.5 － 

    60 歳代 124 24.2 75.0 0.8 

    70 歳以上 147 17.0 78.9 4.1 

女性 20 歳代以下 117 35.9 63.2 0.9 

    30 歳代 100 45.0 54.0 1.0 

    40 歳代 92 35.9 63.0 1.1 

    50 歳代 92 31.5 68.5 － 

    60 歳代 104 26.9 72.1 1.0 

    70 歳以上 124 13.7 77.4 8.9 

回答者数＝

令和２年度調査 1,253

平成27年度調査 1,228

28.9

26.1

69.0

70.6

2.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 利用したことがない 無回答
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② 公共スポーツ施設の満足度 

施設利用経験がある方のうち、施設に満足している人の割合は、「十分満足」「まあ

まあ満足」が 75.9％と高く、「やや不満」「不満」が 8.6％と低くなっています。 

 

公共スポーツ施設の満足度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数＝

令和２年度調査 1,253

平成27年度調査 320

22.9

17.2

53.0

52.8

14.9

15.3

6.9

11.3

1.7

1.6

0.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分満足 まあまあ満足 特になにも思わない

やや不満 不満 無回答
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③ 公共スポーツ施設を利用しなかった理由 

「利用する機会・必要がなかった」が 58.4％と最も高くなっています。 

 

公共スポーツ施設を利用しなかった理由【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

利用手続きが面倒

時間的に利用したいときに利
用できない

スポーツ施設の設備が良くな
い

付帯施設（託児所など）が整
備されていない

利用料金が高い

駐車場が狭い

交通の利便性が悪い（公共交
通機関が不便）

運動やスポーツに関心がない

利用できることを知らなかった
（情報がない）

利用する機会・必要がなかっ
た

その他

無回答

5.2

10.0

0.3

0.6

2.2

0.3

2.1

7.8

8.4

58.4

8.3

11.2

5.4

6.5

1.0

0.9

－

0.3

3.2

9.3

6.5

62.9

10.1

7.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和２年度調査

（回答者数=864）

平成27年度調査

（回答者数=259）
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④ 袋井市の公共スポーツ施設（学校体育施設は除く）は充実していると思うか 

「数も質も充実している」の割合が 30.5％と最も高くなっています。 

 

袋井市の公共スポーツ施設（学校体育施設は除く）は充実していると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
回答者数＝

令和２年度調査 1,253

平成27年度調査 1,228

30.5

26.5

14.2

14.8

15.7

20.5

6.1

7.3

20.1

17.2

13.4

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数も質も充実している

施設の数が足りない

施設の数はあるが、質が充実していない（規模が小さい、古い、設備が不十分）

数も質も充実していない

その他

無回答



 

28 

３ 前期計画の検証・評価と現状 

本市では、第３次袋井市スポーツ推進計画に基づき、「するスポーツ」、「観るスポー

ツ」、「支える（育てる）スポーツ」を施策の３本柱として、（１）生涯スポーツの推進、

（２）アスリートを育てる競技スポーツの推進、（３）スポーツへの興味・関心の高ま

りとまちの活性化、（４）スポーツ活動を支える組織の強化と人材育成、（５）誰もが

気軽に取り組めるスポーツ環境の整備、を目標に各種施策を展開してきました。 

各目標に対する検証・評価結果と現状は以下のとおりです。 

 

 

◎・・・目標値に達成した 

〇・・・目標値に達成していないが、前期計画開始時と比較して向上 

△・・・前期計画開始時と同等または若干低下 

×・・・前期計画開始時と比較し低下 

 

 

① 生涯スポーツの推進 

評価指標 
基準値 

（平成 26 年） 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和２年） 
評価 

成人のスポーツ実施率
（週１回以上） 

41.9％ 
57.8％ 

（令和２年） 
55.0％ ◎ 

新体力テストで全国の 
平均を上回る種目の割合
（小５・中２） 

78.1％ 37.5％ 90.0％ × 

 

【現状】 

・親子スポーツ教室は平成 31（令和元）年度で 25 組参加しており、年間 10 回程

度取り組んでいる。参加者はリピーターが多い。 

・平成 29 年度に健康ポイントシステム「＃2961（ふくろい）ウオーク」のポイン

トの付与により、健康づくりに取り組むきっかけとなるよう推進している。年代別

参加者数では、目的である働く世代（30～50 歳代）の参加が多くなっているが、

継続的に利用している方の割合が全体の 30％程度にとどまっている。 

・スポーツ実施率が向上している一方で、クラウンメロンマラソンの参加者は平成

31（令和元）年度は約 7,000 人で、平成 28 年度から 1,000 人程度減少、袋井

市駅伝大会、東海道五十三次どまん中ふくろいウオークなども参加者は減少してお

り、イベントへの参加よりも個人的な活動が増加傾向にある。 

・スポーツイベントへのエアロビック講師の派遣を行ってきたが、講師の派遣を希望

する団体や施設が少なくなっている。 

・新体力テストで全国の平均を上回る種目の割合が 32 項目中 12 項目（37.5％）

と少なく、市内の小中学生の運動能力の低下が顕著である。 
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② アスリートを育てる競技スポーツの推進 

評価指標 
基準値 

（平成 26 年） 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和２年） 
評価 

全国スポーツ大会の出場
者数 

61 件 59 件 90 件 △ 

スポーツ指導者育成事業
助成金交付件数 

18 件 9 件 25 件 × 

 

【現状】 

・全国大会に出場する選手・団体に対し助成金交付しており、平成 31（令和元）年

度は 59 件 435,000 円を交付した。 

・全国スポーツ大会への出場者数は、平成 24 年度の 85 件をピークに平成 31（令

和元）年度は 59 件と減少している。 

・新規にスポーツ指導者の資格を取得した者に交付する助成金は、平成 31（令和元）

年で 9 件と基準値と比較すると低調である。新規資格取得者に対して周知が難し

く、助成金制度の認知度が低い。 

 

 

③ スポーツへの興味・関心の高まりとまちの活性化 

評価指標 
基準値 

（平成 26 年） 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和２年） 
評価 

エコパでトップアスリー
による大会が行われた場
合の観戦やテレビ・ラジ
オで視聴する割合 

50.3％ ※ 60.0％ － 

※同様の質問項目がなく比較不可 

【参考】第４次袋井市スポーツ推進計画策定等に係る市民意識調査より 

「あなたはこの１年で、さわやかアリーナ、または、エコパで競技スポーツを観戦したこと
が何回ありますか」で１回以上は 27.1％、「あなたは、スポーツを観戦したり、インターネ
ットやテレビで見たり、ラジオで聴いたりすることがありますか。」は 72.1％ 

【現状】 

・アイルランドオリンピックチームの東京 2020 オリンピックに伴う事前キャンプ

の受入が決定した。プレキャンプの受入時には、選手の練習環境をサポートすると

ともに、選手と小中学生の交流機会の創出に努めている。 

・ラグビーワールドカップ 2019™関連事業として、2,000 人規模の市民参加型の

イベントを複数回開催し、機運醸成を図った。大会も大盛況のうちに閉会したが、

一過性とならないようラグビー啓発事業を継続して実施している。 
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・市内のスポーツイベントや教室等の情報を市や市スポーツ協会の広報誌、ホームペ

ージなどで情報発信している。しかしながら、特にホームページについて情報量が

十分とは言えない状況であり、ホームページの内容の充実と併せて SNS の有効活

用等の検討が必要である。 

 

 

④ スポーツ活動を支える組織の強化と人材育成 

評価指標 
基準値 

（平成 26 年） 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和２年） 
評価 

スポーツボランティア登
録数 

66 人 27 人 90 人 × 

 

【現状】 

・指定管理者との連携により開催しているニュースポーツフェスティバルは、気軽に

ニュースポーツに親しむことができる機会であるため毎年参加者は増加している

ものの、利用施設が手狭なため、開催できるスポーツが限られ、イベントの内容に

変化がないのが現状である。 

・スポーツ推進委員については、資質向上を目的に、積極的にニュースポーツやラジ

オ体操の講習を受け、地域への出前指導やデカスポテニスの大会運営補助などがで

きるよう技術取得のほか地域への普及活動へ取り組んでいる。 

・スポーツボランティアについては、市スポーツ協会ボランティア委員会との連携に

より、クラウンメロンマラソン等で活動しているが、メンバーの高齢化が進んでお

り、メンバーの確保も困難となっている。 
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⑤ 誰もが気軽に取り組めるスポーツ環境の整備 

評価指標 
基準値 

（平成 26 年） 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和２年） 
評価 

市内運動施設の利用者数 662,972 人 551,962 人 720,000 人 △ 

 

【現状】 

・市民体育館の老朽化に伴い、これに代わる施設として総合体育館を PFI 手法により

整備した。 

・コミュニティ広場や、多目的運動広場など、市民の方が身近にスポーツを行える環

境の提供を行ってきたが、施設・設備の老朽化が進んでおり、維持管理の経費が増

加している。 

・指定管理施設についても、老朽化が進んでいる。また、施設によって採算が取れて

いる施設と取れていない施設がある。 

  



 

32 

４ 課題のまとめ 

（１）生涯スポーツの推進  

◆＃２９６１ウオークの更なる普及・利便性向上 

市では健康ポイントシステム「＃2961（ふくろい）ウオーク」を開発し、ポイン

トの付与により、健康づくりに取り組むきっかけとなるよう推進しています。目的で

ある働く世代（30～50 歳代）の働く世代の参加が多くなっているものの、全体の継

続利用者の割合が低調であるため、ポイントの交換メニューの充実や、アプリの使い

易さ、気軽さ等を向上させる方策を検討していく必要があります。 

 

◆働く世代・子育て世代の運動・スポーツ習慣の定着化とイベントの在り方の見直し 

市民アンケートからみると、ウオーキングや体操など気軽にできる生涯スポーツの

啓発により、シニア世代でのスポーツ実施率は高くなっていますが、依然として子育

てや仕事などで忙しい 30～40 歳代のスポーツ実施率が低くなっています。各世代の

ニーズを的確に把握し、気軽に参加できる教室や講座などのスポーツ機会の充実を図

る必要があると同時に、気軽に好きなスポーツにふれることがスポーツを実施するき

っかけとなる傾向もみられることから、「するスポーツ」に関連するイベントはもとよ

り、「観るスポーツ」に関連する施策の展開により、運動・スポーツ習慣の定着化に繋

げていく必要があります。 

 

◆少人数から大人数までのイベントなどの在り方の見直し 

スポーツ実施率が向上し、その中でも個人でウオーキングやランニングをする方が

増加している一方で、クラウンメロンマラソンや袋井市駅伝大会、どまん中ふくろい

ウオークの参加者は減少傾向にあります。ウオーキングやランニング愛好者のニーズ

に応じたイベントの実施方法や在り方を検討する必要があります。 

また、スポーツクラブの加入率が低下する一方で、定期的・継続的にスポーツ活動

が体験できるクラブや様々な年齢層が参加できるクラブに対するニーズに対して、地

域スポーツクラブの新たな在り方を検討するとともに、総合型地域スポーツクラブの

活動機会の拡大が必要と考えられます。 
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◆子どもの運動能力向上に向けた土台形成 

新体力テストにおける全国の平均を上回る種目の割合が 37.5％と低調であること

から、体育の授業や地域などでの小中学生のスポーツ環境の充実を図ることはもとよ

り、幼児期から楽しく運動あそびに触れ、スポーツ習慣の土台を形成に繋がる方策を

検討する必要があります。 

 

◆障がい者スポーツを支える体制の強化と触れる機会の充実 

障がい者スポーツについては、関心が高まりつつあるものの、実際の競技体験や会

場で観戦する機会が非常に少ない状況であるため、競技者への支援体制を強化する必

要があります。また、東京 2020 オリンピック・パラリンピックを契機に、各競技の

普及啓発や、障がいの有無などに関わらず、誰もがパラスポーツを体験できる機会の

充実に努めることが求められます。 

 

（２）アスリートを育てる競技スポーツの推進  

◆トップアスリートを育成・支援する環境の充実 

市民アンケートからみると、本市から全国大会や国際大会に出場する選手や団体に

関心がある人の割合が前回調査よりも 10.4％も増加をしており、市民の競技スポー

ツへの関心の裾野が広がってきていますが、一方で、全国スポーツ大会の出場者数は、

平成 24 年度の 85 件をピークに平成 27 年度から平成 31（令和元）年度までは 60

件前後と横ばいの状況となっていることから、市をあげて各種大会で活躍できるトッ

プアスリートを育成・支援する環境の充実を図っていく必要があります。 

 

◆ジュニア期からの優秀な指導者の確保と指導環境の充実 

ジュニア期からトップアスリートや優秀な指導者の指導を受けられる機会の充実を

図るとともに、競技間や世代間などでの情報交換の場を充実させることが重要であり、

指導者の助成制度の見直しや講習会の充実などにより、更なる指導者育成・強化体制

の整備が求められています。同時に、既存のスポーツ施設の機能向上など、ハード面

も含め、アスリート本人を支える環境を今以上に充実させていくことも課題と言えま

す。 
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（３）スポーツへの興味・関心の高まりとまちの活性化  

◆スポーツを地域活性化に繋げる取り組みの充実 

市民アンケートの結果から、実際にエコパスタジアムでサッカーやラグビーを観戦

している人が多いと同時に、今後、さわやかアリーナやエコパでのプロスポーツの試

合や国際大会の開催、それに伴う地域経済の活性化を期待する声が多く、今以上に身

近でトップレベルの競技を観戦する機会を充実させるとともに、地元企業や市内各種

団体との連携した取り組みが求められています。 

こうした大会の誘致・開催支援やアイルランドオリンピックチームとの交流を市民

のスポーツへの関心を高めるきっかけとするとともに、地域経済活性化やまちの国際

化に繋がる施策を展開していく必要があります。 

 

◆ニーズに応じたスポーツ情報の発信 

市のスポーツ情報については、市発行の広報誌を中心にインターネットや SNS な

どにより発信しています。年代により希望する情報の受取方法の傾向が異なるため、

より幅広い世代に情報が届くよう有効的な情報発信方法を検討していく必要がありま

す。 

 

（４）スポーツ活動を支える組織の強化と人材育成  

◆スポーツボランティアなどのスポーツを「支える」人材の確保 

市民アンケートからみると、スポーツボランティア経験者が全体の約 20％と低調

であるとともに、ボランティアなどのスポーツを支える活動への関心が非常に低くな

っています。スポーツ活動やイベントを支える人材の必要性や、それらのやりがいを

効果的に発信し、「する」「観る」だけでなく、「支える」立場からイベントなどに参画

する人材確保・育成を図る必要があります。 

 

◆地域におけるスポーツ活動環境の充実 

スポーツや運動のクラブなどへの加入者は減少しています。また、加入する場合の

在り方については、ライフステージのスポーツニーズに応じて定期的・継続的に参加

できるクラブなどが求められていることから、学校やスポーツクラブ、市スポーツ協

会をはじめとするスポーツ関係団体の活動を支援するとともに、地域でアスリートを

支える環境を充実する必要があります。 
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◆指定管理者などによる事業の充実 

ニュースポーツフェスティバルをはじめとする指定管理者などとの連携による事業

や指定管理者による自主事業については、市内スポーツ施設を身近に感じ、スポーツ

に触れることのできる貴重な機会であります。そのため、実施内容の充実や新たな事

業の開催などを検討し、市民の身近なスポーツ環境を提供するとともに、各スポーツ

施設の魅力を発信していくことが重要です。 

 

（５）誰もが気軽に取り組めるスポーツ環境の整備  

◆スポーツ無関心層への施設利活用のアプローチ 

公共スポーツ施設を利用しなかった方が全体の約７割と前回調査とほぼ横ばいであ

ることや、利用しない理由については、「利用する機会・必要がなかった」と回答した

方が最も多いため、市民のスポーツニーズ等を踏まえながら、更なる利用機会の拡大

を図るとともに、無関心層の方に対して興味を持つきっかけを提供する必要がありま

す。 

 

◆老朽化が進む施設などの適切な管理運営 

市内スポーツ施設の老朽化が進んでいる中、市民が身近な場所でスポーツを実施で

きる場を確保していくため、指定管理者制度を有効活用するとともに、スポーツ施設

３Ｒプロジェクト（個別施設計画）に基づく、市内公共施設の適切な整備を実施して

いくことが必要です。併せて、指定管理施設における採算についても、長期的な視点

で不採算施設への対策を検討するとともに、民間のノウハウを活用した方策などの検

討も必要です。 

さらに、コミュニティ広場や多目的運動広場などについても設備の老朽化が進んで

おり、維持管理にかかる負担が増加していることから、使用料の徴収も踏まえた今後

の維持管理方針の見直しも検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

36 

 

第３章    第４次袋井市スポーツ推進計画 

 

 

１ 基本方針 

 

 

 

 

近年、高度情報化による生活の変化や高齢化が進展する中、運動・スポーツへの市

民の関心が高まりを見せており、健康保持・増進を目的にスポーツに取り組む市民が

増えています。一方で、地域やスポーツ関係団体におけるコミュニティの希薄化やス

ポーツイベントへの参加者の減少など、スポーツを取り巻く環境は日々変化していま

す。 

また、令和２年当初には新型コロナウイルス感染症の拡大が本格化し、学校の休校

や職場のテレワーク導入、各種大会の中止など、生活は一変し、スポーツ活動におい

ても「新しい生活様式」として中長期にわたり感染症対策と向き合う中で、身体的及

び精神的な健康を維持するため、体を動かすことやスポーツを行うことはますます重

要となっています。 

こうした中、本市では、日常的なスポーツ推進に加えて、平成 30 年にエコパアリ

ーナで全国高等学校総合体育大会弓道競技を開催したほか、翌年には、エコパスタジ

アムがラグビーワールドカップ 2019™静岡県開催の会場となるなど、大規模なスポ

ーツイベントを通じて地域に活気が生まれ、スポーツに期待される役割がさらに大き

くなっています。 

今後は、市民のあらゆるスポーツ活動の推進に向けて、スポーツを日常に欠かすこ

とのできない「文化」と捉え、ライフステージや性別、障がいの有無などの多様性に

応じて、誰もが、いつまでも、運動・スポーツ活動に親しむことができる環境の充実

とさらなるまちの活性化に向け、市とスポーツ関係団体、市民が連携して取り組んで

いくことが重要であると考えます。 

これらを踏まえ、本市のまちの将来像である、「活力と創造で 未来を先取る 日本一

健康文化都市」の実現に向け、基本方針については、第３次袋井市スポーツ推進計画

を踏襲し「だれもが、いつでも、どこでも、いつまでも親しみ、楽しむことができる

スポーツ文化の推進」を掲げます。 

だれもが、いつでも、どこでも、いつまでも 
親しみ、楽しむことのできるスポーツ文化の推進 
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２ 基本目標 

本市では、これまで「スポーツ」について、自ら身体を動かす「する」スポーツや

観戦する「観る」スポーツ、スポーツボランティアやスポーツ関係団体などによる「支

える（育てる）」スポーツとして、市民の生活に浸透させる取り組みを推進してきまし

た。このような取り組みは、全ての市民が様々なかたちで運動・スポーツに親しむこ

とにより、世代や競技レベル、競技種目、価値観を超えたスポーツ交流・イベントを

通じて、多様な人々・団体との絆を深めるとともに、スポーツを通じて、教育、福祉、

健康、産業、国際交流、まちづくり、環境分野などへの波及的な効果も期待され、地

域づくりに大きく貢献していくと考えられます。 

本計画においては、基本方針を実現していくための基本的な視点として、引き続き

「する」スポーツ、「観る」スポーツ「支える（育てる）」スポーツを大切にするとと

もに、それらの視点で取り組むスポーツ活動を、スポーツ以外の様々な分野にわたる

「地域の活性化」に繋がるよう推進していきます。 

そこで、本計画では、基本方針を実現していくための基本目標として、以下の５つ

の基本目標を設定し、市民のスポーツ活動を推進します。 

 

 

基本理念を実現する５つの基本目標 
 
基本目標１ 多様性に応じたスポーツ活動の推進  
 
基本目標２ 誰もが気軽に取り組めるスポーツ環境の提供  
 
基本目標３ スポーツ活動を支える環境の充実  
 
基本目標４ アスリートの育成とトップスポーツに触れる機会 

の創出  
 
基本目標５ スポーツを通じた地域の活性化  
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（１）子どものスポーツ機会の充実と体力の 
向上 

（２）ライフスタイルに合わせたスポーツ機会
の充実 

（３）障がい者のスポーツ活動の推進 

（１）誰もが参加したくなるスポーツイベント
の開催 

（２）効果的なスポーツ情報の提供 

（１）生涯スポーツを推進するスポーツ指導者
の育成と確保 

（２）スポーツ関係団体との連携強化 

（１）スポーツの競技力向上 

（３）地域スポーツクラブとの連携と活動支援 

（１）スポーツによる交流人口の拡大 

（２）企業などとの連携によるスポーツ活動の
推進 

（３）スポーツを通じた地域・国際交流の推進 

３ 施策体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

［ 基本  
方針 ］ 

［ 基本施策 （15 項目）］ ［ 基本目標 ］ ［ 基本的な 
       視点 ］ 

１ 多様性に応じた
スポーツ活動の
推進 

５ スポーツを通じ
た地域の活性化 

２ 誰もが気軽に取
り組めるスポー
ツ環境の提供 

３ スポーツ活動を
支える環境の充
実 

４ アスリートの育
成とトップスポ
ーツに触れる機
会の創出 

だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も 

 
 

親
し
み
、
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
推
進 

「す
る
」
ス
ポ
ー
ツ
／

「観
る
」
ス
ポ
ー
ツ
／

「支
え
る

（育
て
る
）
」
ス
ポ
ー
ツ 

（２）トップアスリートとの交流促進 

（４）公共スポーツ施設の充実と適切な管理 
運営 

（３）国内外のトップレベルの大会開催支援 
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重点施策 

（1） (2) (3) (4) 

 

〇 

〇 

〇 

  

〇 

〇 

   

〇 

 

   

 

 

 

 

   

〇    

 
   

    

 〇 
  

 

 

〇 

 〇 

〇 

〇 

 

 〇 

 

〇 

  

    

    

〇 

〇 

   〇 

〇 

 

〇 

    

    

 

［ 取り組みの方向（40項目） ］ 

①幼児期からの運動あそびの推進 
②子どもを取り巻くスポーツ環境の確保・充実 

①成人のスポーツ活動の充実 
②高齢者のスポーツ活動の充実とスポーツによる生きがいづくりの推進 

①障がい者のスポーツ活動の充実 
②誰もが楽しめる障がい者スポーツの普及啓発・情報発信 

①市民スポーツイベントの開催・充実 
②地区まちづくり協議会や自治会などのスポーツ活動の支援 
③職場のスポーツ・健康づくり活動の支援 
④指定管理者などによるスポーツ教室・講座の充実 

①市民への効果的な情報発信と内容の充実 
②各種メディアを活用した市内外への情報発信 
③民間スポーツクラブ・スポーツ教室に関する情報発信 

①生涯スポーツにおけるリーダーや指導員の育成・確保 
②スポーツ推進委員の活動の充実 

①市スポーツ協会などの活動支援・連携強化 
②スポーツボランティアの確保・育成 

①公共スポーツ施設の機能向上 
②民間のノウハウを活かした施設の管理運営 
③スポーツ施設の有効活用 

①ジュニアアスリートの育成・支援 
②優秀なスポーツ選手等の顕彰 
③競技スポーツ指導者の育成・確保 

①トップアスリート育成のための支援 
②スポーツへの取り組み意欲を喚起する機会の創出 

①大規模スポーツ大会やプロスポーツなどの観戦機会の提供 
②トップレベルのスポーツ大会の誘致 
③全国規模のスポーツイベントの開催支援 

①総合型地域スポーツクラブとの連携強化 
②地域のスポーツクラブの活動支援 

①市内スポーツ施設を活用したスポーツツーリズムの推進 
②全国大会やスポーツ合宿などの誘致・開催支援 
③スポーツイベントを活用したシティプロモーション 
④ラグビーワールドカップ２０１９™のレガシー創出 

①企業と連携したイベントなどの開催 
②プロスポーツチームなどとの連携・協働 
③静岡理工科大学との協働事業の開催 

①姉妹都市、友好都市などとのスポーツを通じた交流 
②アイルランドなどとのスポーツを通じた国際交流 
③外国人市民とのスポーツを通じた多文化共生の推進 

    （１）新しい生活様式を取り入れたスポーツ活動の推進 
 重点 （２）ジュニアアスリートを支える地域スポーツの充実 
 施策 （３）公共スポーツ施設の適切かつ持続可能な維持管理 
    （４）スポーツを核とする交流人口の拡大 
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４ 成果指標一覧 

１ 多様性に応じたスポーツ活動の推進 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 

目標値 
（令和７年） 

成人のスポーツ実施率（週１回以上） 57.8％（令和２年） 65.0％ 

子育て世代（30～40 歳代）のスポーツ実施
率（週１回以上） 

50.9％（令和２年） 58.0％ 

新体力テストで全国の平均を上回る種目
の割合（小５・中２） 

37.5％ 68.8％ 

市内小学校５年生の学校外でのスポーツ
実施率（よくある・ときどきある） 

（男子）  77.0％ 83.0％ 

（女子）  77.9％ 84.0％ 

市内中学校２年生の学校外でのスポーツ
実施率（よくある・ときどきある） 

（男子）  67.1％ 73.0％ 

（女子）  53.5％ 65.0％ 

障がい者スポーツ大会参加者数 53 人 65 人 

２ 誰もが気軽に取り組めるスポーツ環境の提供 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和７年） 

袋井クラウンメロンマラソンの参加者 6,941 人 7,500 人 

ウオーキングキャラバンの参加者 995 人 1,100 人 

市内のスポーツ関連イベント等が新聞・
テレビなどで取り上げられた回数 

64 回 70 回 

３ スポーツ活動を支える環境の充実 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和７年） 

スポーツボランティア登録数 27 人 55 人 

スポーツの大会やイベントにボランティ
アとして参加したことがある割合 

21.9％ 

（令和２年） 
32.0％ 

市内運動施設の利用者数 551,962 人 625,000 人 

４ アスリートの育成とトップスポーツに触れる機会の創出 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和７年） 

スポーツ指導者派遣回数 170 件 190 件 

全国スポーツ大会の出場者数 59 件 70 件 

スポーツ指導者育成事業助成金交付件数 9 件 27 件 

５ スポーツを通じた地域の活性化 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和７年） 

この１年で総合体育館「さわやかアリー
ナ」またはエコパで観戦した割合 

27.1％ 

（令和２年） 
40.0％ 

この１年で「さわやかアリーナ」でプロ
スポーツの試合や全国規模の大会を開催
した回数 

1 回 6 回 
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５ 重点施策 

（１）新しい生活様式を取り入れたスポーツ活動の推進  

令和 2 年当初には、新型コロナウイルス感染症の拡大により、家庭、学校、職場、

地域における多くの活動が制限されるなど、生活様式が一変しました。スポーツ分野

においても、大規模な大会やプロスポーツの中止・延期をはじめ、日常的なスポーツ

活動にも大きな影響を及ぼしました。 

この経験を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の日常化や今後同様の社会情勢とな

った場合にもスポーツ活動が止まることのないよう「新しい生活様式」を取り入れた、

個人やスポーツ団体の活動の在り方、実施方法（ICT の活用など）の確立が求められ

ています。 

あらゆる社会情勢の変化にも対応し得る「新しい生活様式」を取り入れたスポーツ

活動の推進をめざし、次の重点施策を推進します。 

 

① with コロナの経験を活かした感染症流行時等のスポーツ活動の推進 

② ICT の活用による新たな情報発信・スポーツ実施方法の確立 

③ 団体（グループ）活動の継続支援と個人によるスポーツ活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連する取り組み】 

１（１）②子どもを取り巻くスポーツ環境の確保・充実 

１（２）①成人のスポーツ活動の充実 

１（２）②高齢者のスポーツ活動の充実とスポーツによる 

     生きがいづくりの推進 

１（３）①障がい者のスポーツ活動の充実 

２（２）①市民への効果的な情報発信と内容の充実 

３（４）③スポーツ施設の有効活用 

 
 
 

スポーツイベントでの感染症対策の様子
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（２）ジュニアアスリートを支える地域スポーツの充実  

近年、子どもの運動離れや市内小中学生の運動能力低下が顕著であるとともに、市

全体の競技力向上に関しても、ジュニア期における質の高い指導者による指導機会や

練習環境の充実、各世代間の一貫性のある育成体制などが求められている中で、現状

としては、指導者の高齢化や競技種目の減少、指導者間のネットワーク不足などが懸

念されています。 

また、中学校部活動の在り方が年々変化してきており、多様なニーズに応じた地域

スポーツ（社会体育）での受け皿を確保・充実させる取り組みが求められています。 

併せて、第 4 次袋井市スポーツ推進計画策定等に係る市民意識調査（令和 2 年 6

月実施）によると、約半数の方が本市の競技力を向上させる必要があると感じている

など、主にジュニア期における優秀な指導者の確保・育成が極めて重要であり、指導

者資格取得などの助成の見直しや講習会の充実などの施策の展開も求められています。 

アクティブ・チャイルド・プログラムを通じて、幼児期から運動あそびに触れる機

会を充実させ、ジュニアアスリートの土台となる楽しみながら身体を動かす習慣を定

着させるとともに、市スポーツ協会や市内総合型地域スポーツクラブを中心に各世代

や競技間の意見交換の場を充実させるなど指導者間の連携強化を推進し、ジュニアア

スリートを地域で“育て”“応援する”体制の構築に向け、次の重点施策を推進します。 

 

① アクティブ・チャイルド・プログラムを活用した運動あそびの推進 

② 市内スポーツ団体と連携したジュニア世代の地域スポーツによる受け皿の充実 

③ 質の高い競技スポーツ指導者の確保・育成による競技レベル向上 

④ 学校部活（学校体育）と地域スポーツ（社会体育）との連携 

⑤ 競技別選抜強化システムの構築 

 

 

 

 

 

【関連する取り組み】 

１（１）①幼児期からの運動あそびの推進 

１（１）②子どもを取り巻くスポーツ環境の確保・充実 

３（３）①総合型地域スポーツクラブとの連携強化 

４（１）①ジュニアアスリートの育成・支援 

４（１）③競技スポーツ指導者の育成・確保 

部活動指導の様子 
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（３）公共スポーツ施設の適切かつ持続可能な維持管理  

市民体育館の老朽化により、新たに市内初の民間資金や経営能力を活かした PFI 事

業として総合体育館「さわやかアリーナ」を整備し、令和 2 年 4 月から供用を開始し

ました。市民はもとより、企業や市内在勤者の活用を促すとともに、PFI 事業での民

間のノウハウを活かし、単にスポーツ施設としてだけではなく、市民の憩いの場とし

て地域の賑わいの中心となっていくことが期待されています。 

また、公共スポーツ施設の多くは、指定管理者制度を導入しています。今後は、引

き続き、老朽化が進む施設・設備の適切な維持管理を行うことはもとより、指定管理

者の創意工夫により市民ニーズを捉え、それぞれの施設機能や地域の特性に応じた自

主事業の充実も求められています。 

市民の健康志向の高まりに加え、スポーツに対する多様化するニーズに対応すると

ともに、いつでも・安心・安全にスポーツ活動を行うことのできる環境を継続的に提

供するため、次の重点施策を推進します。 

なお、公共スポーツ施設の今後の維持・管理においては、「袋井市スポーツ施設３R

プロジェクト（個別施設計画）」に基づく予防保全に努め、施設の長寿命化を図ってい

きます。 

 

① 「袋井市スポーツ施設 3R プロジェクト（個別施設計画）」に基づく適切な公

共スポーツ施設の維持・管理 

② PFI 事業者及び指定管理者と連携した公共スポーツ施設の利活用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連する取り組み】 

３（４）①公共スポーツ施設の機能向上 

３（４）②民間のノウハウを活かした施設の管理運営 

３（４）③スポーツ施設の有効活用 

総合体育館「さわやかアリーナ」メインアリーナ
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（４）スポーツを核とする交流人口の拡大  

スポーツ庁では、「スポーツによる地域活性化」を目的としたスポーツと地域の観光

資源が融合した旅を楽しむ「スポーツツーリズム」を推進しています。 

本市においても、平成 30 年の全国高等学校総合体育大会弓道競技や令和元年のラ

グビーワールドカップ 2019™では、国内外から多くの観戦客や競技者の往来があり、

地域を挙げたおもてなしで観光や産業への影響も大きなものとなりました。 

さらには、総合体育館「さわやかアリーナ」や袋井駅前の新産業会館「キラット」

とそれに併設するホテルがオープンしたこともあり、本市や県が所有する施設の有効

活用やスポーツと観光資源の更なる融合による交流人口の拡大が期待されています。 

市民アンケート（令和 2 年 6 月実施「第 4 次袋井市スポーツ推進計画策定等に係

る市民意識調査」）では、さわやかアリーナやエコパでのイベントについて、55.2％

もの人がプロスポーツの試合や国際大会の開催を期待していることから、大会等の誘

致や開催支援といった取り組みが求められています。 

以上のことから、スポーツと観光・産業分野との連携や関係団体との協働により、

国内外からより多くの方に本市を訪れていただき、本市の魅力を感じていただくため、

次の重点施策を推進します。 

 

① 市内観光資源・宿泊施設と連携したスポーツツーリズムの推進 

② エコパやさわやかアリーナでの大規模大会誘致・支援 

③ スポーツ合宿の誘致・支援 

④ エコパのラグビー聖地化などに向けた関係団体との連携 

 

 

 

 

 

 

【関連する取り組み】 

４（３）②トップレベルのスポーツ大会の誘致 

４（３）③全国規模のスポーツイベントの開催支援 

５（１）①市内スポーツ施設を活用したスポーツ 

ツーリズムの推進 

５（１）②全国大会やスポーツ合宿などの 

誘致・開催支援 

５（１）④ラグビーワールドカップ 2019 のレガシー創出 

RWC2019 会場周辺の様子 

RWC2019 会場で打上げられた

ふくろい遠州の花火
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第４章    施策の展開 

 

 

１ 多様性に応じたスポーツ活動の推進 

子どもたちをはじめ、市民だれもが、それぞれの年齢※や障がいの有無、国籍など

の多様性を受け入れ合いながら、体力や年齢、技術、興味・目的に応じて、生涯にわ

たりスポーツに親しんでいく施策を展開します。 

※本計画において、各世代の年齢区分については以下を想定しています。 

幼児期（～５歳）、子ども（６~17 歳）、成人（18～64 歳）、高齢者（65 歳～） 

【成果指標】 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 

目標値 
（令和７年） 

成人のスポーツ実施率（週１回以上） 57.8％（令和２年） 65.0％ 

子育て世代（30～40 歳代）のスポーツ実施
率（週１回以上） 

50.9％（令和２年） 58.0％ 

新体力テストで全国の平均を上回る種目
の割合（小５・中２） 

37.5％ 68.8％ 

市内小学校５年生の学校外でのスポーツ
実施率（よくある・ときどきある） 

（男子）  77.0％ 83.0％ 

（女子）  77.9％ 84.0％ 

市内中学校２年生の学校外でのスポーツ
実施率（よくある・ときどきある） 

（男子）  67.1％ 73.0％ 

（女子）  53.5％ 65.0％ 

障がい者スポーツ大会参加者数 53 人 65 人 

 

（１）子どものスポーツ機会の充実と体力の向上  

スポーツは、子どもにとって生涯にわたって健康でたくましく生きるための体力の

基礎を培い、公正さと規律を尊ぶ態度や克己心を培うなど人間形成にも重要な役割を

果たします。子ども自身が幼児期から体を動かすことの楽しさに触れ、すすんで体を

動かすようになるためには、地域や家庭、学校などの身近な生活の場でのスポーツ活

動を充実していくことが重要です。 

近年、積極的にスポーツをする子どもとしない子どもの二極化が顕著である現状を

踏まえつつ、すべての子どもが、楽しく親しみながら運動・スポーツの習慣を身に付

け、生涯にわたり健康に生活するための土台を形成するとともに、体力向上につなが

るスポーツ環境の創出に努めます。 
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① 幼児期からの運動あそびの推進 

幼児期から運動あそびを通じて体を動かす楽しさを覚え、運動習慣の土台形成につ

なげるよう、親子で楽しめる教室や各種指導者派遣事業を開催します。 

主な取り組み内容 事業概要 

親子運動あそび教室の開催 
アクティブ育児応援プログラムの一環として、幼稚園・保育
園・こども園からの要請により、園児とその親を対象に、親
子運動あそび教室を開催します。 

アクティブ・チャイルド・
プログラムの推進重点２ 

日本スポーツ協会が推奨するアクティブ・チャイルド・プロ
グラムを親子運動あそび教室や幼稚園・保育園・こども園・
小学校などで実践の場を広げるとともに、冊子やホームペー
ジなどにより市民に広く発信します。 

スポーツクリニックの開催
重点２ 

幼児を対象としたトップアスリートによるスポーツクリニッ
クを開催します。 

出前指導の実施 
幼稚園・保育園・こども園からの要請により、スポーツ推進
委員によるニュースポーツや運動あそびなどの出前指導を実
施します。 

エアロビック講師の派遣 
幼稚園や保育園・こども園からの要請により、エアロビック
指導員の講師を派遣します。 

幼児向けスポーツプログラ
ムの開催 

さわやかアリーナをはじめとする市内公共スポーツ施設で、
指定管理者によるスポーツプログラムを開催します。 

 

 

② 子どもを取り巻くスポーツ環境の確保・充実 

より多くの子どものスポーツ習慣の定着化に向け、学校や地域での各種スポーツ教

室や体験会などの開催を通じて、気軽にさまざまなスポーツに触れ、スポーツへの興

味関心を持つきっかけとなる機会の充実を図ります。 

また、小中学校の学校体育における各種スポーツ大会や部活動の在り方が年々変化

してきていることを踏まえ、スポーツ少年団や地域スポーツクラブなどのスポーツ関

係団体、放課後児童クラブなどの学校外での受け皿確保とともに、スポーツ活動の場

の充実に努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

親子スポーツ教室の開催 
スポーツ推進委員による小学生とその親を対象とした親子ス
ポーツ教室を開催します。 

スポーツクリニックの開催
【再掲】重点２ 

トップアスリートによるスポーツクリニックを開催します。 

出前指導の実施【再掲】 
地域の子ども会や地区まちづくり協議会などからの要請によ
り、スポーツ推進委員によるニュースポーツやタグラグビー
などの出前指導を実施します。 

エアロビック講師の派遣
【再掲】 

小中学校などからの要請により、エアロビック指導員の講師
を派遣します。  

ウオーキング普及事業の開
催 

市スポーツ協会各支部や地区まちづくり協議会などとの連携
により、地域でのウオーキングイベントを開催します。また、
民間が主催するウオーキングイベントの開催を支援します。  
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主な取り組み内容 事業概要 

小中学校でのタグラグビー
体験教室の実施  

ラグビーワールドカップ 2019 のレガシー事業として、小中学
校でタグラグビー教室を開催します。 

学校部活動とスポーツ関係
団体との連携重点２ 

学校部活動を補完するため、スポーツ関係団体との連携によ
り部活動への指導者の派遣や学校外での活動環境の充実に向
けた検討を進めます。 

放課後児童クラブなどでの
スポーツ体験教室等の開催 

放課後児童クラブや放課後子ども教室などからの要請によ
り、タグラグビーやニュースポーツなど各種スポーツの教室
を開催します。併せて、他クラブとの競技を通じた交流会を
開催します。 

スポーツ少年団の活動支援 

市スポーツ協会を通じて会場使用料を減免するほか、スポー
ツ少年団に関する情報発信や加入前の子どもたちが様々な競
技に触れる機会を創出するなど、加入促進と活動の充実を図
ります。 

市内高等学校部活動の活動
支援・連携 

野球の定期戦の開催を支援するほか、その他の部活について
も、市内スポーツイベントへの参加促進やトップアスリート
との交流機会の創出などの連携を図ります。 

リモートによるスポーツ教
室・講座の開催重点１ 

個人やスポーツ少年団などを対象に、ＩＣＴを活用したリモ
ートによるスポーツ教室・講座を開催します。 

 

 

（２）ライフスタイルに合わせたスポーツ機会の充実  

市民が個々のライフスタイルに応じてスポーツ活動に取り組むことは、生涯にわた

り心身ともに健康で文化的な生活を営むために必要不可欠です。年代や性別、職業、

障がいの有無、国籍など、各々の環境や生活習慣などによる様々なニーズに応じたス

ポーツイベントや教室の開催をはじめ、誰もが日常的にスポーツ活動に取り組むこと

ができる環境づくりを推進します。 

 

① 成人のスポーツ活動の充実 

仕事や結婚、子育てなど、多くのライフイベントにより、スポーツ活動にあてる時

間の確保が難しい年代に対しても、それぞれのニーズに合わせてスポーツ活動へ参画

しやすい環境の充実を図り、市民一人ひとりが日常生活の一部にスポーツ活動を取り

込むよう働きかけていきます。特に、スポーツ実施率が低調な働く世代・子育て世代

に対しては、より参加しやすいような企画や実施方法を検討し、スポーツ活動への積

極的な参画を促進します。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツ教室の開催 

スポーツ関係団体や、指定管理者の主催で、スローエアロビ
ックやアクアビクス、ピラティス教室など、成人向けのスポ
ーツ教室・講座を開催します。特に、働く世代や子育て世代
のメニューの充実や託児所付きなど参加しやすい環境づくり
に努めます。 

親子スポーツ教室の開催
【再掲】 

スポーツ推進委員による小学生とその親を対象とした親子ス
ポーツ教室を開催します。 
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主な取り組み内容 事業概要 

親子運動あそび教室の開催
【再掲】 

アクティブ育児応援プログラムの一環として、幼稚園・保育
園・こども園からの要請により、園児とその親を対象に、親
子運動あそび教室を開催します。企業や各種団体などにも広
く周知し、子育て世代の運動機会を提供します。 

ニュースポーツ普及事業の
推進 

スポーツ推進委員によるニュースポーツの出前指導や練習
会・交流会、ニュースポーツフェスタを開催します。 

エアロビック講師の派遣
【再掲】 

地区まちづくり協議会やスポーツ関係団体などからの依頼に
より、エアロビック指導員の講師を派遣します。 

ウオーキング普及事業の開
催【再掲】 

市スポーツ協会各支部や地区まちづくり協議会などとの連携
により、地域でのウオーキングイベントを開催します。また、
民間が主催するウオーキングイベントの開催を支援します。  

「＃２９６１ウオーク」の
利用促進重点１ 

「歩く（歩数）」を主としてポイント化する健康ポイントシス
テム「＃２９６１（ふくろい）ウオーク」を広く周知し、利
用を呼びかけます。また、利用者の継続的な活用につながる
よう、必要に応じてシステムの改修や制度の見直しを検討し
ます。 

リモートによるスポーツ教
室・講座の開催【再掲】 
重点１ 

ＩＣＴを活用したリモートによるスポーツ教室・講座を開催
します。 

 

② 高齢者のスポーツ活動の充実とスポーツによる生きがいづくりの推進 

健康寿命の延伸に向けた、ニーズ・運動レベルに合わせたスポーツイベント・教室

の開催など、高齢者のスポーツ活動の機会の充実を図ります。また、地区まちづくり

協議会やスポーツ関係団体との連携などによる他者と関わり合いを持つ機会を創出し、

スポーツ活動を通じた生きがいづくりを推進します。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツ教室の開催 
【再掲】 

スポーツ関係団体や指定管理者の主催で、スローエアロビッ
クやアクアビクス、ピラティス教室など、高齢者向けのスポ
ーツ教室・講座を開催します。 

介護予防筋トレマシン教室
の開催 

65 歳以上を対象に、介護予防を目的としたマシンによる筋力
づくりやストレッチ体操、家庭でできる筋力トレーニングを
紹介する筋トレマシン教室を開催します。 

ニュースポーツ普及事業の
推進【再掲】 

シニアクラブやふれあい・いきいきサロンとの連携によるニ
ュースポーツの出前指導や練習会・交流会、ニュースポーツ
フェスタを開催します。 

スポーツ・運動に関わる指
導員の派遣 

地区まちづくり協議会やふれあい・いきいきサロンなどから
の依頼により、スローエアロビックや健康づくりに関する指
導員の講師を派遣します。 

ウオーキング普及事業の開
催【再掲】 

市スポーツ協会各支部や地区まちづくり協議会などとの連携
により、地域でのウオーキングイベントを開催します。また、
民間が主催するウオーキングイベントの開催を支援します。  

「＃２９６１ウオーク」の
利用促進【再掲】重点１ 

「歩く（歩数）」を主としてポイント化する健康ポイントシス
テム「＃２９６１（ふくろい）ウオーク」を広く周知し、利
用を呼びかけます。また、利用者の継続的な活用につながる
よう、必要に応じてシステムの改修や制度の見直しを検討し
ます。 

リモートによるスポーツ教
室・講座の開催【再掲】 
重点１ 

ＩＣＴを活用したリモートによるスポーツ教室・講座を開催
します。 
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（３）障がい者のスポーツ活動の推進  

障がいのある方にとってのスポーツ活動の推進は、健康増進だけでなく、生きがい

づくりや社会参加の促進など、生活の質の向上につながる大きな役割を果たします。

また、障がいのある方もない方も分け隔てなく、一緒になってパラスポーツを楽しむ

機会を提供することにより、多様性を認め合い、誰もが活躍できるダイバーシティ＆

インクルージョン社会の実現にむけた市民意識の高揚を図ります。 

 

① 障がい者のスポーツ活動の充実 

障がいの種別や程度に関わらず、誰でも気軽にスポーツに親しむことのできる環境

の整備に向けて、市社会福祉協議会やスポーツ関係団体との連携により、各種スポー

ツ教室やイベントなどの開催のほか、障がい者の施設利用料の減免など、よりスポー

ツ活動に参画しやすい環境の整備に努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

障がい者スポーツ大会等へ
の参加促進 

静岡県障がい者スポーツ大会の開催を広くＰＲし、積極的な
参加を呼びかけます。 

スポーツ施設利用料の減免  
障がいのある方が気軽にスポーツ施設を利用できるようスポ
ーツ施設利用料の減免を行うとともに、減免制度の周知に努
めます。 

障がい者スポーツ教室の開
催 

コミュニティセンターや公会堂などで、スポーツ推進委員に
よる障がい者スポーツ教室を開催します。 

エアロビック講師派遣事業
の推進【再掲】 

静岡県立袋井特別支援学校や各種福祉団体などからの依頼に
より、エアロビック指導員の講師を派遣します。  

ウオーキング普及事業の開
催【再掲】 

市スポーツ協会各支部や地区まちづくり協議会などとの連携
により、地域でのウオーキングイベントを開催します。 

「＃２９６１ウオーク」の
利用促進【再掲】重点１ 

「歩く（歩数）」を主としてポイント化する健康ポイントシス
テム「＃２９６１（ふくろい）ウオーク」を広く周知し、利
用を呼びかけます。また、利用者の継続的な活用につながる
よう、必要に応じてシステムの改修や制度の見直しを検討し
ます。 

 

② 誰もが楽しめる障がい者スポーツの普及啓発・情報発信 

パラスポーツの普及・啓発を進め、障がいのある方もない方も一緒に楽しむことの

できる体験型イベントの開催や、障がい者スポーツに関する情報発信等を通じて、市

民の障がい者スポーツへの意識の高揚を図ります。 

主な取り組み内容 事業概要 

パラスポーツ体験イベント
の開催 

障がいの有無に関わらず、多くの市民がパラスポーツに触れ、
理解と共感を深めてもらうため、ボッチャや車いすテニス等
のパラスポーツの体験イベントを開催します。 

障がい者スポーツに関する
情報発信 

市ホームページや広報誌などにより、市内外で開催される障
がい者スポーツ大会の情報やパラスポーツ競技の紹介など、
市民に広く情報発信します。 
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２ 誰もが気軽に取り組めるスポーツ環境の提供 

多くの市民が気軽に参加できるスポーツイベントの開催や、地区まちづくり協議会

や職場などへの支援を通じて、市民が身近な場面でスポーツ活動に取り組みやすい環

境整備にかかる施策を展開します。また、スポーツや健康に関連する情報を様々な媒

体から効果的に発信することで、一人でも多くの市民に情報を伝え、市民のスポーツ

への参画意欲の高揚を図ります。 

 

【成果指標】 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和７年） 

袋井クラウンメロンマラソンの参加者 6,941 人 7,500 人 

ウオーキングキャラバンの参加者 995 人 1,100 人 

市内のスポーツ関連イベント等が新聞・
テレビなどで取り上げられた回数 

64 回 70 回 

 

 

（１）誰もが参加したくなるスポーツイベントの開催  

多くの市民が参加できるイベントから地域で行う少人数のイベントまで、誰もがす

すんで参加したくなる魅力ある市民参加型のスポーツイベントを開催することで、ス

ポーツを継続して行うきっかけと環境を提供します。 

 

① 市民スポーツイベントの開催・充実 

市や市スポーツ協会などが主催する市民対象のスポーツイベントを継続して開催し

ていくことで、気軽にスポーツに親しみながら取り組む機会を提供します。また、幅

広い年代で、様々な個性や技量を持った方の参加を促進し、相互に交流することで、

スポーツの楽しさや取り組み意義を享受するきっかけとなるよう努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

市民参加型のスポーツイベ
ントの開催  

市スポーツ協会と連携し、袋井クラウンメロンマラソンや市
駅伝大会などのスポーツイベントを開催します。 

運動・スポーツによる交流
イベント開催支援  

市スポーツ協会やスポーツ関係団体などが主催するファミリ
ーバドミントン大会やデカスポテニス交流大会などのニュー
スポーツ大会、市民健康ラジオ体操の集いなどの開催を支援
します。 
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②地区まちづくり協議会や自治会などのスポーツ活動への支援 

地域住民が誰でも気軽に参加できるコミュニティセンター主催のスポーツイベント

や地区体育祭、ウオーキングキャラバンなどの地域スポーツイベントの開催を支援し

ます。 

主な取り組み内容 事業概要 

地域スポーツイベントの開
催支援 

市スポーツ協会各支部による地区体育祭やウオーキングキャ
ラバンなど、各地区のイベント開催を支援します。  

地区まちづくり協議会主催
のスポーツイベントの開催
支援 

地区まちづくり協議会がそれぞれの地域で開催するスポーツ
イベントにおいて、スポーツ推進委員との連携や、各種スポ
ーツ関係団体の協力を促します。 

 

③ 職場のスポーツ・健康づくり活動の支援 

運動・スポーツに時間を取ることが難しい働く世代の運動・スポーツ機会の確保と

健康増進に向け、職場で気軽にスポーツ・運動を行えるような環境づくりなど、企業

と連携したスポーツ・健康づくり活動を推進します。 

主な取り組み内容 事業概要 

出前健康教室の実施 
市内事業所・団体へ運動指導者や保健師、栄養士を派遣し、
手軽にできる運動の紹介や健康講話などを行います。 

企業に対するスポーツ情報
の発信 

市内商工団体との連携により、市のスポーツイベントや施設
情報を企業を通じて発信し、参加・利用を促進します。 

企業のスポーツイベントへ
の支援 

企業対抗体育大会やＪＲさわやかウオーキングなどの企業独
自のスポーツイベントの開催を支援します。 

 

④ 指定管理者によるスポーツ教室・講座の充実 

市内スポーツ施設の機能を有効活用するとともに、各施設や地域の特性や市民ニー

ズに応じたスポーツ教室・講座（自主事業）の充実を図ります。 

主な取り組み内容 事業概要 

市民ニーズに対応したスポ
ーツ教室・講座の開催 

指定管理者による各施設の機能や地域の特性を活かし、多様
化する市民ニーズに対応したスポーツ教室・講座を開催しま
す。 
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（２）効果的なスポーツ情報の提供  

年代や趣味嗜好により、情報収集の方法も多様化しているため、市民一人ひとりが

求めている情報をそれぞれが求める形で受信できるよう、既存の媒体を活用しつつ、

ICT なども最大限に活用し、効果的に情報を発信します。また、イベント情報や市内

のアスリートの情報などについては、メディアを通じて市内外に広く発信することで、

市の魅力発信と認知度向上につなげます。 

 

①市民への効果的な情報発信と内容の充実 

市内スポーツ大会やイベント、教室の開催案内をはじめ、スポーツ施設の利用方法・

料金などを様々な媒体を活用し、誰が見ても分かりやすく提供します。また、市内在

住のアスリートの紹介や市内団体・チームの全国大会出場などの情報を効果的に発信

するなど、内容の充実に努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

広報ふくろい・ホームペー
ジによる情報発信 

スポーツイベント情報や大会・教室の開催案内、スポーツ施
設利用方法・料金など、広報ふくろいやホームページに随時
分かりやすく掲載し、市民に発信します。  

メローねっとの活用などＩ
ＣＴを活用した情報発信 

重点１ 

メローねっとを活用し、イベント情報や施設情報などをＬＩ
ＮＥなどのＳＮＳにより効果的に発信するとともに、その他
ＩＣＴを活用し、新たな情報発信方法を検討します。 

市スポーツ協会と連携した
情報発信 

市スポーツ協会の広報誌やホームページで、イベント情報な
どを発信するとともに、市内団体・チームの全国大会出場や
入賞など、活躍の情報を提供します。 

 

② 各種メディアを活用した市内外への情報発信 

イベント情報や有望なアスリートの情報などを積極的にメディアへ情報提供し、市

民のイベントへの参加促進を図るとともに、市内外に広く情報を発信します。 

主な取り組み内容 事業概要 

報道機関・地元情報誌を活
用した情報発信  

新聞・テレビ・ラジオなどのメディアへの積極的な情報提供
行い、スポーツに関する情報を市内外へ広く発信します。  

トップ広報を活かした情報
発信 

各種スポーツイベントにかかる情報を市長定例記者会見によ
り広く発信します。  

 

③ 民間スポーツクラブ・スポーツ教室に関する情報発信 

民間スポーツクラブ・スポーツ教室の情報を積極的に発信し、市民の多様なニーズ

に応じたスポーツ活動の推進に努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

民間スポーツクラブ・スポ
ーツ教室の情報発信 

民間スポーツクラブやスポーツ教室が開催する教室・講座に
関する情報発信を行います。 
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３ スポーツ活動を支える環境の充実 

市民の日常的なスポーツ活動を支える市スポーツ協会やスポーツ推進委員会、各種

スポーツ関係団体との連携の強化により、市民ニーズに応じた「する」「支える」スポ

ーツ環境の充実に向けた施策を展開します。 

また、総合体育館「さわやかアリーナ」をはじめとする市内スポーツ施設について

は、適切な施設運営・維持管理に努め、市民が気軽に、また安心・安全・快適に利用

できる質の高いサービスの提供によりハード面での環境の充実を図ります。 

 

【成果指標】 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和７年） 

スポーツボランティア登録数 27 人 55 人 

スポーツの大会やイベントにボランティ
アとして参加したことがある割合 

21.9％ 

（令和２年） 
32.0％ 

市内運動施設の利用者数 551,962 人 625,000 人 

 

（１）生涯スポーツを推進するスポーツ指導者の育成と確保  

年代や障がいの有無などを問わず、誰もが生涯を通じて取り組むことができる生涯

スポーツの効果的な推進に向け、市スポーツ協会やスポーツ推進委員会、障がい者ス

ポーツ関係団体などと連携し、地域におけるリーダー的存在の確保と指導者の資質向

上を図ります。また、スポーツの楽しさや充実感を伝えるとともに、各年代や障がい

の程度に応じた柔軟な技術指導ができる人材の育成と指導者同士の連携強化に努めま

す。 

 

 

① 生涯スポーツにおけるリーダーや指導員の育成・確保 

市スポーツ協会や障がい者スポーツ関係団体などとの連携により、地域における生

涯スポーツを推進するリーダー・指導員の育成・確保のため、ニーズに合わせた講習

会や研修会などを開催します。また、国・県などが開催する資格取得講習会や研修会

の情報提供や参加支援に努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツ指導員やリーダー
などの育成と連携・強化 

レクリエーション協会等で開催している各種講習会への参加
を広く市民へ呼び掛けるなど、指導員等の育成に努めます。
また、市内で活動するスポーツ関係団体の指導者同士の連携・
強化を図り、後継者の育成や確保の支援に努めます。  
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主な取り組み内容 事業概要 

指導者講習会の開催・誘致 

 

指定管理者や市内スポーツ関係団体と連携し、総合体育館「さ
わやかアリーナ」をはじめとする市内公共スポーツ施設で各
種指導者講習会の開催や誘致に取り組みます。 

エアロビック指導法研修会
の開催 

エアロビックの普及啓発を目的に、専門的な指導方法を学ぶ
指導法研修会を開催します。 

スポーツ指導者育成事業助
成金の交付  

市内在住かつ市内スポーツ団体に所属している方を対象に、
スポーツ指導者の資格取得や更新などにかかる費用を助成し
ます。 

 

② スポーツ推進委員の活動の充実 

スポーツ推進委員のスキルの向上を図るため、対象者のニーズやレベルに応じた技

術指導の研修会を開催するほか、市内外で開催されるスポーツ大会や実技研修会に委

員を派遣し、活動の場を広げていきます。  

また、スポーツ推進委員会と各地区まちづくり協議会や市スポーツ協会各支部の繋

がりを深め、コーディネーターとして地域特性やニーズに沿った生涯スポーツの在り

方を検討し、それぞれの地域に適したニュースポーツの普及イベントやスポーツ大会

などの企画・運営への参画を図ります。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツ推進委員研修会の
開催  

スポーツ推進委員の資質向上や技能取得のため、スポーツ推
進委員会が主体となって研修会を開催します。 

県スポーツ推進委員連絡協
議会が行う研修会などへの
派遣  

スポーツ推進委員の資質向上や技能取得のため、県などが行
う研修会などへスポーツ推進委員を派遣します。  

地区まちづくり協議会との
連携 

スポーツ推進委員と地区まちづくり協議会との連携を深め、
地域の要望に合わせたスポーツ大会やイベントなどの企画・
運営に積極的に参画します。 

 

 

（２）スポーツ関係団体との連携強化  

スポーツ関係団体との連携・協力により、時代潮流や多様化している市民のニーズ

を踏まえ、多くの市民がスポーツに親しむことのできるスポーツ環境の充実を図りま

す。また、スポーツ関係団体やスポーツボランティアをはじめとするスポーツを「支

える」団体・人材の育成に努めます。 

 

① 市スポーツ協会などの活動支援・連携強化 

市スポーツ協会は、競技力の向上を図る競技部をはじめ、地域スポーツの核となる

支部、スポーツ少年団などのスポーツ関係団体を統括し、子どもから高齢者までのす

べての市民のスポーツ活動を推進する中核としての役割を果たしています。市スポー

ツ協会を通じてスポーツ関係団体の活動を支援するほか、クラウンメロンマラソンな
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ど大規模なスポーツイベントから地域で行うスポーツ教室・講座などの開催まで、各

種スポーツイベントにおける連携・支援に努めます。 

併せて、その他スポーツ関係団体が開催する各種大会やスポーツイベントの開催支

援とともに、団体間の情報交換や連携を促すことにより、スポーツ環境を提供するあ

らゆるスポーツ団体が活動しやすい環境を整えます。 

 

主な取り組み内容 事業概要 

市スポーツ協会補助金交付  
市スポーツ協会へ補助金を交付し、各競技部や支部、スポー
ツ少年団の運営や各種スポーツイベントの開催を支援しま
す。  

クラウンメロンマラソンの
開催支援 

クラウンメロンマラソンに関し、補助金を交付するとともに、
企画・運営にかかる支援・協力を行います。 

感染症流行時などの対応体
制の確立 

新型コロナウイルス感染症対策の経験を踏まえ、感染症の流
行時などの緊急事態にも、スポーツ活動が継続できる体制を
整えます。 

スポーツ関係団体間の連携 
市内スポーツ関係団体間の連携を図るため、情報交換の場や
協力体制の構築など、ネットワーク化を図ります。 

スポーツ関係団体事業の共
催・後援 

スポーツ関係団体が計画する大会や記録会などを共催または
後援し、事業開催を支援します。 

小笠山総合運動公園使用料
補助金の交付  

小笠山総合運動公園内運動施設の利活用を促進するため、市
内のスポーツ団体が運動施設を利用して行う事業に補助金を
交付します。  

 

② スポーツボランティアの確保・育成 

スポーツボランティアは、身近なスポーツ活動から総合体育館「さわやかアリーナ」

やエコパなどでの大規模スポーツイベントまで、様々な形でスポーツ活動に携わり、

アスリートの活動やイベントの準備・運営などを支えています。一方で、活動する人

材の減少や高齢化が進んでおり、さらには、スポーツ活動への貢献や係わり合いを希

望しない市民が増加している現状があります。市スポーツ協会などスポーツ関係団体

との連携により、スポーツボランティアの役割や必要性、やりがいを広く発信するこ

とで人材の確保・育成に努めるとともに、スポーツボランティアの活動を支援する環

境整備を図ります。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツボランティアの周
知及び人材確保 

市スポーツ協会ボランティア委員会と連携し、ボランティア
の役割や必要性、やりがいなどを効果的に発信し、ボランテ
ィアに参画する人材の確保に努めます。また、国際交流協会
や社会福祉協議会など関係機関と連携し、外国語や手話通訳
者などの確保に努めます。 

スポーツボランティアの資
質向上  

スポーツボランティア資質向上のため、研修会や講習会など
の開催を支援します。 

スポーツボランティアの魅
力ある活動の場の提供 

市内のスポーツ大会やイベントにて、より多くの市民が参画
したいと感じるようなボランティアの機会を提供します。 
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（３）地域スポーツクラブとの連携と活動支援  

住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境を整備することは、地域コミュニティ

の形成において重要な意義を有し、同時に生涯を通じた住民のスポーツ参画の基盤と

なります。このような観点から、市内や各地域で活動しているスポーツクラブが、地

域スポーツの担い手としての重要な役割を果たしていけるよう、市や市スポーツ協会

などとの連携強化を図り、その活動を支援します。 

 

① 総合型地域スポーツクラブとの連携強化 

市と既存のスポーツクラブとの連携を強化するとともに、クラブ間の資源の共有・

相互補完や運営者同士の情報交換などによりスポーツの普及・定着に努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

総合型地域スポーツクラブ
との連携 

総合型地域スポーツクラブが主催する各種競技種目の教室・
講座の開催を支援します。 

指導者講習会の開催支援 
重点２ 

総合型地域スポーツクラブによる市内スポーツ団体向けの指
導者講習会等の開催を支援します。 

 

② 地域のスポーツクラブの活動支援 

地域スポーツクラブが継続的に活動できるよう、クラブの活動の場や他クラブとの

交流の機会を提供します。また、クラブの認知度を高め、市民の参画を促進するため、

積極的な情報発信を行います。 

主な取り組み内容 事業概要 

既存クラブの活動支援と新
規クラブの育成 

学校開放など、活動の場を提供するほか、他クラブとの交流
大会の開催などを通じてクラブ活動の維持を支援します。ま
た、市民ニーズに応じた新たなスポーツクラブの育成を支援
します。 

地域スポーツクラブの情報
の発信  

広報ふくろいや市ホームページ、SNS 等、様々な媒体により、
地域スポーツクラブ活動を情報発信し、認知度の向上に努め
ます。 

 

 

（４）公共スポーツ施設の充実と適切な管理運営  

市民の個人での日常的な健康づくりやスポーツ・レクリエーション活動に対するニ

ーズが多様化している中、誰もが利用しやすい施設となるよう改善を図りながらハー

ド、ソフト両面からスポーツ施設の機能向上を図るとともに、指定管理者の民間のノ

ウハウを活用しつつ、スポーツ施設の有効活用を推進します。 
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① 公共スポーツ施設の機能向上 

市民誰もが、それぞれのニーズに合わせて安心・安全・快適に施設を利用で

きるよう「スポーツ施設３R プロジェクト（個別施設計画）」に基づく、適切な

管理・運営を行うとともに、各施設における機能の向上に努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

「スポーツ施設３Ｒプロジ
ェクト」に基づく維持・管
理重点３ 

計画的な大規模改修等による長寿命化や性能水準の引き上
げ、規模・配置の最適化を図ります。 

感染症対策の徹底重点１ 
新型コロナウイルス感染症対策の経験を踏まえ、日頃から安
心・安全に利用できる施設管理・運営を徹底します。 

 

② 民間のノウハウを活かした施設の管理運営 

公共スポーツ施設が適切に管理・運営されるよう、引き続き、指定管理者制度の活

用により、民間のノウハウを最大限に活かしつつ、市民ニーズに応じた適切な施設の

管理運営に努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

モニタリングの実施 
重点３ 

指定管理者による施設の適正な管理・運営を、毎月の報告に
加え、毎年度、モニタリングを実施します。  

指定管理施設の枠組みの検
討  

指定管理期間の更新時期に、指定管理を委託している施設の、
より効率的・有効的な枠組みとなるよう検討します。  

サウンディング（市場調
査）の実施  

市民ニーズや施設の有効的な利活用とともに適切な指定管理
委託料の算定のため、サウンディング（市場調査）を実施し
ます。  

 

③ スポーツ施設の有効活用 

スポーツ活動への多様化する市民ニーズへの対応と既存施設の有効活用を目的に、

指定管理者による施設を活用した自主事業の拡充を図るとともに、学校運営への支障

がない範囲で学校体育施設有効活用のため、一般開放を継続します。また、市民の利

便性の向上に向け、予約方法の見直しについて検討するとともに、学校体育施設の利

用については、現在、学校体育施設利用管理指導員を中心に運営を行っていますが、

指導員の高齢化が顕著で後継者の選定に苦慮しているため、より市民や団体が利用し

やすい予約方法への移行に向け、検討を進めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

指定管理者によるスポーツ
教室・講座の開催重点３ 

多様化する市民ニーズと各施設や地域の特性に応じた指定管
理者によるスポーツ教室・講座を開催します。 

学校体育施設の開放  
市内すべての学校体育施設（小学校 12校、中学校 4校）にお
いて、より市民や団体が利用しやすい方法で休日や夜間の施
設開放を行います。  

ＩＣＴを活用した予約シス
テム導入に向けた検討 
重点１ 

ＩＣＴを活用し、市民・団体がより利用しやすい予約システ
ムの導入に向けた検討を進めます。 
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４ アスリートの育成とトップスポーツに触れる機会の創出 

ジュニアアスリートの育成支援をはじめ、トップアスリートとの交流機会の創出や

アスリートを育てる指導者の指導力向上など、競技力向上に向けた施策を展開します。 

また、スポーツを“観る”機会を充実させるとともに、ハイレベルな大会や競技会

の誘致、開催支援を行うことで、市民の競技スポーツに対する意識の高揚と、多くの

子どもたちが大きな目標を持って競技スポーツに取り組むきっかけを創出します。 

 

【成果指標】 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和７年） 

スポーツ指導者派遣回数 170 件 190 件 

全国スポーツ大会の出場者数 59 件 70 件 

スポーツ指導者育成事業助成金交付件数 9 件 27 件 

 

 

（１）スポーツの競技力向上  

市内から全国大会など大規模な大会・競技会で活躍できるアスリートをより多く輩

出するため、ジュニア期から優秀な指導者のもと、整った環境でトレーニングができ

るよう、活動に対する支援と指導者の資質向上に向けた取り組みを推進します。 

 

① ジュニアアスリートの育成・支援 

市スポーツ協会や各種競技団体などのスポーツ団体との連携により、全国規模の大

会や競技会で活躍できるジュニアアスリートを育成する環境の充実を図ります。また、

競技種目が多様化している現状を踏まえ、ニーズに応じて複数競技に関連するトレー

ニングセミナーや専門競技以外のトレーニングを取り入れるクロストレーニングの開

催など、競技間の連携や協働を推進します。 

主な取り組み内容 事業概要 

学校部活動との連携による
ジュニアアスリート育成 
重点２ 

学校部活動への指導者の派遣や学校と地域との情報交換を密
に行うなど、効率的かつ継続的な指導が行える環境整備に向
けた検討を進めます。 

指導者研修会・講習会の開
催重点２ 

スポーツ指導者や教員を対象に、コーチングなどの資質向上
に向けた研修会・講習会を開催します。併せて、マネジメン
トリーダーの育成も行います。 

ジュニアアスリートの地域
の受け皿の拡大 
重点２ 

学校部活動の役割を段階的に地域で補完する体制の構築や、
学校部活動にないニーズに対応した競技種目の受け皿確保な
ど、スポーツクラブやスポーツ関係団体などと連携し、受け
皿拡大に向けた検討を進めます。 
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主な取り組み内容 事業概要 

ジュニアアスリート強化シ
ステムの充実重点２ 

市スポーツ協会と連携し、選手強化システムの充実や競技別
選抜練習会（トレセンなど）を開催するとともに、総合型地
域スポーツクラブとの連携により、複数種目に関連したトレ
ーニングセミナーの開催を検討します。 

選手の育成 
市スポーツ協会との連携により、市町対抗駅伝に向けた練習
会やランニングキッズなどの実施により、選手の育成を図り
ます。 

スポーツ少年団の活動支援 

市スポーツ協会を通じて会場使用料を減免するほか、スポー
ツ少年団に関する情報発信や加入前の子どもたちが様々な競
技に触れる機会を創出するなど、加入促進と活動の充実を図
ります。 

各年代に応じた適正な指導
の徹底 

市スポーツ協会をはじめとするスポーツ関係団体と連携を図
り、ケガ防止などを目的とした年代に応じた適切な運動量・
練習量を見極め、ジュニアアスリートがより長く競技を継続
できるよう努めます。 

 

② 優秀なスポーツ選手や指導者などの顕彰 

アマチュアの各種競技における全国大会出場者（個人・団体）への助成金の交付や、

優秀なアスリートや指導者などの表彰を行い、競技者のモチベーションの向上と市全

体の競技力の底上げを図ります。 

主な取り組み内容 事業概要 

全国大会等出場助成金の交
付  

全国大会に出場する選手・団体に対し助成金を交付します。  

顕彰機会の創出  
市スポーツ協会総会での表彰において、活躍が顕著である選
手や指導者等を顕彰します。  

 

③ 競技スポーツ指導者の育成・確保 

市スポーツ協会や総合型地域スポーツクラブをはじめとするスポーツ関係団体と連

携し、講習会・研修会などを開催し、指導者の資質向上に繋がる機会を充実します。 

また、国や県が開催する講習会等の情報提供を効果的に発信します。 

主な取り組み内容 事業概要 

指導者講習会の開催 
重点２ 

市スポーツ協会やスポーツ関係団体などと連携し、様々な分
野の専門性が高い講師による指導者向けの講習会を開催しま
す。 

熱中症対策研修会の開催  
市スポーツ少年団の指導者や保護者に対し、熱中症対策に関
する正しい情報を提供します。また、必要に応じて、市スポ
ーツ協会との連携により研修会を開催します。 

スポーツ指導者の養成講習
会にかかる費用の助成 
重点２ 

各競技団体や国・県スポーツ協会などで開催している各種講
習会の情報提供を行うとともに、積極的に参加できるよう費
用の助成を行います。 

スポーツ指導者育成事業助
成金の交付  

市内在住かつ市内スポーツ団体に所属している方を対象に、
スポーツ指導者の資格取得や更新にかかる費用を助成しま
す。 
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（２）トップアスリートとの交流促進  

オリンピアンをはじめとするトップアスリートとの交流や指導機会の提供、講話の

開催などを通じて、多くの市民のスポーツへの興味・関心を高めるとともに、幅広い

年代の競技者の取り組み意欲を喚起します。 

 

① トップアスリート育成のための支援 

トップアスリートや指導者などを招聘したスポーツクリニックを開催し、ジュニア

アスリートがトップレベルの技術に触れる機会を創出します。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツクリニックの開催

【再掲】  

トップアスリートによるスポーツクリニックを開催します。
（ラグビー・エアロビックなど）  

小中学校へのトップアスリ
ートの派遣 

小中学校やスポーツ関係団体などへ近隣プロチームなどの選
手や指導者を派遣します。 

 

② スポーツへの取り組み意欲を喚起する機会の創出 

プロスポーツ選手やオリンピアンなどのトップアスリートによる講演会やシンポジ

ウムなどの開催を通じて、アスリートが持つ経験や実績を背景に、競技者としてのメ

ンタリティやスポーツの楽しさ、達成感などを伝え、スポーツへの取り組み意欲を喚

起する機会を提供します。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツ講演会の開催 
プロスポーツ選手やオリンピアンなどによる講演会を開催し
ます。 

スポーツイベントへのトッ
プアスリートの招聘 

トップアスリートやオリンピアンなどをイベントに招き、市
民と交流する機会を創出します。 

 

（３）国内外のトップレベルの大会開催支援  

総合体育館「さわやかアリーナ」やエコパスタジアム・アリーナをはじめとする市

内のスポーツ施設におけるトップアスリートによる国際大会や全国大会などの誘致・

開催支援を行い、トップレベルの競技スポーツの観戦機会を創出し、スポーツへ取り

組む意欲を高めます。 

 

① 大規模スポーツ大会やプロスポーツなどの観戦機会の提供・充実 

トップレベルのスポーツ大会やプロスポーツの試合の開催に合わせて、競技に関す

る知識を深め、観戦意欲を向上させるため、解説付き観戦会を開催するほか、大会や

試合の情報を積極的に発信し、観戦促進を図ります。 
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主な取り組み内容 事業概要 

ラグビートップリーグなど
プロスポーツの観戦会の開
催 

エコパスタジアムなどで開催されるラグビートップリーグな
どのプロスポーツ開催時に解説付き観戦会を開催します。 

大規模スポーツ大会やプロ
スポーツの開催情報の発信 

総合体育館「さわやかアリーナ」やエコパで開催される大規
模スポーツ大会やプロスポーツの情報を市ホームページや広
報誌で発信します。 

 

② トップレベルのスポーツ大会の誘致 

総合体育館「さわやかアリーナ」やエコパスタジアム・アリーナにおける国内外の

トップレベルのスポーツ大会の誘致や開催支援を行います。 

主な取り組み内容 事業概要 

プロスポーツなどの誘致・
開催支援重点４ 

総合体育館「さわやかアリーナ」やその他スポーツ施設での
プロスポーツなどの開催を誘致するとともに、広報など主催
団体への各種支援を行います。 

全国大会などの誘致・開催
支援重点４ 

総合体育館「さわやかアリーナ」やエコパスタジアム・アリ
ーナなどでの全国大会や県大会などの開催を誘致するととも
に、広報など主催団体への各種支援を行います。 

 

③ 全国規模のスポーツイベントの開催支援 

競技団体との連携により、エアロビックや自転車競技などの全国大会を開催し、全

国からの参加選手や観戦者へのおもてなしとシティプロモーションを行います。併せ

て、大会の広報活動やデモンストレーションなどを通じた競技の普及啓発を行うとと

もに、大会ボランティアスタッフや観戦者として、より多くの市民に参画いただける

よう努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

JOC ジュニアオリンピック
カップ全国エアロビック選
手権大会の開催支援 
重点４ 

JOC ジュニアオリンピックカップ選手権大会 in 袋井の開催
を支援し、エアロビックの推進を図ると同時に本市の魅力を
を全国に情報発信します。併せて、袋井市発祥のスローエア
ロビックの普及推進を図ります。  

全日本学生ロードレー
ス・カップ・シリーズ東
海道どまん中袋井ラウン
ドの開催支援重点４ 

全日本学生ロードレース・カップ・シリーズ東海道どまん
中袋井ラウンドの開催を支援し、静岡県における東京
2020 オリンピック・パラリンピック自転車競技開催のレ
ガシー創出と連動した競技の普及啓発を図ります。 
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５ スポーツを通じた地域の活性化 

市内スポーツ関係団体や企業、観光・産業分野との連携・協働により、スポーツの

力で交流人口の拡大やまちを活気づける施策を展開します。また、東京 2020 オリン

ピック・パラリンピックや各種スポーツイベント等を契機として、国内外とのスポー

ツを通じた交流・共生を推進します。 

 

【成果指標】 

成果指標 
現状値 

（令和元年） 
目標値 

（令和７年） 

この１年で総合体育館「さわやかアリー
ナ」またはエコパで観戦した割合 

27.1％ 

（令和２年） 
40.0％ 

この１年で「さわやかアリーナ」でプロ
スポーツの試合や全国規模の大会を開催
した回数 

1 回 6 回 

 

 

（１）スポーツによる交流人口の拡大  

市内のスポーツ施設や観光資源の特性を活かし、これまで個別に実施されてきた「ス

ポーツ」と「観光」を結びつけることで、スポーツを「観る（観戦）」、「する（楽しむ）」

だけではなく、周辺の観光や、スポーツを「支える」人々との交流など地域連携も付

加した、スポーツによる本市の魅力発信の機会を創出します。 

 

① 市内スポーツ施設を活用したスポーツツーリズムの推進 

スポーツ選手や観戦者など、スポーツを通じて市内へ人を呼び込み、国内外からの

交流人口の増加を目指すとともに、スポーツ大会への参加や観戦などで本市を訪れた

方に対して、本市の観光資源を最大限に活用し、経済波及効果の拡大を目指すことで、

シティプロモーションと本市の観光力の向上につなげます。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツ観戦と観光をマッ
チングしたツアーの開発 
重点４ 

観光資源とスポーツイベントなどのマッチングを行い、ツア
ーなどの開発とともに、“ここでしか体験できない”本市にお
けるスポーツの魅力のＨＰなどを通じた周知に努めます。 

観戦者への観光情報の提供
重点４ 

観戦目的で総合体育館「さわやかアリーナ」やエコパスタジ
アム・アリーナなどの市内スポーツ施設に来場する方に対し、
施設ホームページや当日会場において観光情報等を発信しま
す。 
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② 全国大会やスポーツ合宿などの誘致・開催支援 

市内のスポーツ施設や宿泊施設を活用した全国大会など大規模な大会をはじめ、ス

ポーツイベントの開催やスポーツ合宿・キャンプなどの積極的な誘致と実施団体への

支援に努めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

全国大会などの誘致 
重点４ 

全国各地からの参加や市内での宿泊が期待できる全国大会や
競技会などの誘致を行います。 

スポーツ合宿・キャンプな
どの誘致重点４ 

市内のスポーツ施設・宿泊施設でのスポーツ合宿・キャンプ
等の積極的な誘致に努め、長期継続的な人的交流を図ります。 

 

③ スポーツイベントを活用したシティプロモーション 

総合体育館「さわやかアリーナ」やエコパ等で開催されるプロスポーツをはじめと

するスポーツイベントや全国大会の会場等で観光や特産品を紹介し、市の魅力発信を

行います。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツイベントでのシテ
ィプロモーション活動の実
施 

総合体育館「さわやかアリーナ」やエコパで開催されるスポ
ーツイベントや大規模な大会などにおいて、来場者を対象と
した市の魅力発信を行います。 

 

④ ラグビーワールドカップ２０１９™のレガシー創出 

ラグビーワールドカップ２０１９の盛り上がりを一過性のもので終わらせることな

く、静岡県が取り組む「エコパの聖地化」に向けた取り組みに賛同し、県や関係機関

とともに「エコパ」や「ラグビー」をキーワードとした地域活性化に向けた事業を推

進します。また、小中学生を対象としたラグビー関連の授業や事業の実施を継続する

ことで、ラグビーが持つ競技特性や精神などを活かした教育を推進するほか、他の開

催地などとのラグビーを通じた交流を図ります。 

主な取り組み内容 事業概要 

エコパのラグビー聖地化に
向けた県などとの協働 
重点４ 

エコパの「ラグビー聖地化」に向けた静岡県や関係市などの
取り組みと連携し、ラグビーに関連する地域活性化に繋がる
イベントの開催や競技普及事業の実施などを検討します。 

ラグビー教育の推進 
重点４ 

市内小中学校でのタグラグビーやラグビーに関連する授業の
実施を促進します。 

他の開催都市などとの交流
事業重点４ 

他の開催都市（釜石市など）とのタグラグビ－を通じた交流
事業を実施します。 

ラグビー競技の普及 
重点４ 

ヤマハ発動機ジュビロやラグビークラブなどとの協働による
「する」「観る」ラグビーの普及啓発を図ります。 
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（２）企業などとの連携によるスポーツ活動の推進  

民間企業のスポーツ活動を支援するとともに、民間スポーツクラブ・スポーツ教室

との連携を図り、市民のスポーツ環境の充実を図ります。併せて、企業に対して、ス

ポーツ分野での包括的な連携やスポーツイベントへの協賛を呼び掛けるなど、スポー

ツと経済活動の連携を強化します。 

また、地元プロスポーツチームへの活動支援と連携により、スポーツで地域を盛り

上げる基盤を形成します。 

 

 

① 企業と連携したイベントなどの開催 

企業におけるスポーツ活動や健康づくりに関連する取り組みを積極的に支援すると

ともに、市内で開催されるスポーツイベントや教室などの情報を企業を通して発信し、

それぞれが持つ専門性や情報などを共有することで、企業の活力向上と市内在勤者の

スポーツ活動を推進します。 

主な取り組み内容 事業概要 

企業のスポーツイベントへ
の支援【再掲】 

企業対抗体育大会やＪＲさわやかウオーキングなどの企業独
自のスポーツイベントの開催を支援します。 

スポーツイベントにおける
企業との連携 

スポーツイベントへの企業協賛や参加賞の提供の協力などに
よる市内企業との連携を図ります。 

包括連携協定に基づく企業
との協働 

すでに包括連携協定を締結する企業とのスポーツ分野での連
携機会を増やすとともに、企業側からの要望に応じて、市内
企業やスポーツ分野で専門性を持つ企業との包括連携協定の
締結に向けた検討を行います。 

 

② プロスポーツチームなどとの連携・協働 

地元プロスポーツチームなどと連携し、スポーツ教室や競技体験会など市民が直接

トップレベルの選手とふれあう機会を提供します。また、チームの活動や試合日程の

広報活動を充実し、市民のスポーツへの関心を高めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

小中学校派遣事業の実施 
地元プロスポーツチーム関係者を市内小中学校へ派遣し、チ
ームと小中学生の交流を図ります。 

広報活動の充実 

地元プロスポーツチームの活動や試合日程などについて広く
市民に広報するとともに、ホームページやメローねっとなど
を通じての広報活動を充実し、市民のスポーツへの関心を高
めます。 
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③ 静岡理工科大学との協働事業の開催 

静岡理工科大学との包括連携協定に基づき、公開講座の開催や各種スポーツイベン

ト会場等での同大学の技術・ノウハウの活用など、スポーツ分野における連携を強化

し、協働での事業を実施します。 

主な取り組み内容 事業概要 

公開講座の開催 
静岡理工科大学公開講座において、スポーツ関連の講師招聘
に向けた調整を行います。 

各種スポーツイベントへの
技術提供 

スポーツイベントや試合会場などでの、ＶＲなどの技術を駆
使したコンテンツの開発・出展を検討・調整するとともにＩ
ＣＴを活用した新たなスポーツ活動やイベントの開催など、
研究をすすめます。 

 

（３）スポーツを通じた地域・国際交流の推進  

本市のスポーツ施設や地域資源を活かしながら、姉妹都市・友好都市などとの交流

を通じて、市内外からスポーツ選手や観戦者を呼び込むほか、本市に係わりのある海

外スポーツ団体との交流を契機としたまちの国際化を推進します。 

 

① 姉妹都市、友好都市などとのスポーツを通じた交流 

姉妹都市の長野県塩尻市や友好都市の山梨県北杜市、宮城県岩沼市などとのスポー

ツを通じた交流を推進します。 

主な取り組み内容 事業概要 

姉妹都市、友好都市などと
の交流事業の開催 

姉妹都市の長野県塩尻市や友好都市の友好都市の山梨県北杜
市、宮城県岩沼市などと連携し、小中学生の派遣などスポー
ツイベントにおける相互の交流を推進します。 

 

② アイルランドなどとのスポーツを通じた国際交流 

本市とアイルランドは、ラグビーワールドカップ 2019™のエコパスタジアムでの

試合開催や、東京 2020 オリンピック事前キャンプ地決定及びホストタウン登録など

を通して、近年関係が深化しています。同国のスポーツ選手と市内の小中学生との交

流やスポーツを通じて魅力あふれるアイルランド文化にふれる機会を創出します。 

主な取り組み内容 事業概要 

アイルランドチームのトレ
ーニングキャンプの受入 

東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ地に決定
していることから、キャンプ受入を支援するとともに、オリ
ンピック以降も関係性を継続し、同国とのスポーツを通じた
交流により国際交流を深めます。 

聖パトリックスデー関連イ
ベントの開催 

アイルランドの祝日・聖パトリックスデーに合わせてアイル
ランドのスポーツや文化を発信するイベントを開催します。 

スポーツを通じた交流の推
進 

アイルランドなどとのスポーツを通じた市民の相互交流に向
けた調整・研究を行います。 
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③ 外国人市民とのスポーツを通じた多文化共生の推進 

スポーツイベント情報の発信や市内公共スポーツ施設の利用方法の案内をやさしい

日本語や多言語で行うなど、外国人市民の参画を促し、スポーツを通じたコミュニケ

ーションを図ることで、互いの文化や価値観を認め合い、多文化共生を推進し、国際

社会に開かれたまちづくりを進めます。 

主な取り組み内容 事業概要 

スポーツ関連情報の多言語
による発信 

スポーツイベント情報や施設利用情報をホームページやＳＮ
Ｓなどを活用して発信し、外国人市民の参画促進を図ります。 

スポーツイベントの開催支
援 

袋井国際交流協会などと連携し、外国人によるスポーツイベ
ントの開催を支援します。 
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第５章    スポーツ推進計画の実現に向けて 

 

 

１ 各主体の役割 

計画の推進に向けては、市民が主体的にスポーツに取り組むことはもとより、行政

のみならず、スポーツ関係団体や各種関連機関も本計画の示す方向性を共有化しなが

ら、互いに自らの特性を活かして、スポーツ推進の担い手となって取り組むことが重

要になります。 

関係者 期待される役割 

市民 

スポーツ推進の主役として、多様性に応じた運動・スポーツの実践
により、健康増進を図り生活をより豊かなものにするとともに、各
種スポーツイベントに積極的に参画することで、まちを活気づける
主体となっていくことが期待されます。 

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体 

市スポーツ
協会 

市スポーツ協会は、設立から 60 年以上の歴史を持ち、所属する各
競技部や各地区の支部、スポーツ少年団など中核組織として、より
多くの市民がスポーツに親しみ・楽しむことができる生涯スポーツ
の推進及び競技スポーツの充実・強化といった重要な役割を担って
います。 

各支部における地域コミュニティの活性化に向けた取り組みの実
施はもとより、近年では、ラグビーワールドカップ 2019™のレガシ
ー創出やスポーツツーリズムの推進に向けた取り組みを始動し、行
政や観光、産業をはじめとする各種団体等とのより一層の連携によ
る地域の活性化への取り組みが期待されています。 

各種スポー
ツ関係団体 

総合型地域スポーツクラブをはじめとする各種スポーツ関係団体
のそれぞれの特性を活かしながら、市民が生涯を通じて楽しくスポ
ーツを実施できる環境や機会の充実に向けた取り組みが期待され
ます。 

学校など 

（幼・小・
中・高等学

校） 

幼児期からの運動習慣の定着や学校体育・運動部活動においては、
児童・生徒などの運動機会の確保と体力向上、運動・スポーツ習慣
の定着化に向けた継続的な取り組みが期待されるとともに、運動部
活動の在り方の変化に応じた社会体育とのより一層の連携が求め
られています。 

また、小中学校においては、学校体育施設の開放を行い、地域の身
近なスポーツ活動の場を提供します。 

大学 
大学が有している人材や施設・設備、情報、ノウハウなどの資源の
活用や研究分野での協力などにより、地域や市民スポーツ活動、競
技スポーツにおける開かれた大学づくりが期待されます。 

企業 

従業員への健康意識の啓発やスポーツ活動の奨励などにより、安定
した企業経営を担うとともに、施設・設備、情報、技術などの企業
が所有する資源活用やスポーツイベントへの参画など、行政との幅
広い連携が期待されます。 

指定管理者 
民間のノウハウを最大限に活かし、より多くの市民が快適に利用で
きるよう適切な施設運営及び維持管理を行います。 
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関係者 期待される役割 

また、各種スポーツ関係団体などとの連携によるスポーツイベント
やスポーツ教室・講座の開催、全国的な行事・大会の誘致など、各
施設や指定管理者の特性に応じたスポーツ環境の提供が期待され
ます。 

スポーツ 

推進委員 

市民への様々なスポーツの実技指導や助言、スポーツレクリエーシ
ョン活動のサポート、ニュースポーツの普及など、ライフステージ
毎の市民ニーズや地域特性などに応じたスポーツ活動推進の担い
手として活動します。 

スポーツ推進 

審議会 

学識経験者やスポーツ関係団体の代表者などで構成し、本計画に基
づく本市のスポーツ活動における各種取り組みの進捗を随時確認
するとともに、各分野の専門的な見地より重点施策等の重要事項に
ついて審議します。審議会における提言・意見については、可能な
限り本市のスポーツ推進事業に反映させます。 

行 政 

多くの市民がそれぞれのライフステージに合わせ、生涯を通じてス
ポーツに親しめる環境を提供するため、各種スポーツ施策を総合
的、一元的に推進するとともに、庁内関係各課や各種スポーツ関係
団体はもとより、市内の産業・観光分野などとの幅広い連携により、
スポーツによる地域の活性化に取り組みます。   

また、指定管理者制度や PFI 事業の活用による公共スポーツ施設の
適切な運営・管理に努め、市民のスポーツ環境の充実を図ります。 
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２ 計画の推進体制 

（１）計画の進行管理  

本計画を推進していくためには、計画の進捗状況を把握し、計画的に取組を進めて

いくことが必要です。そのため、計画の進捗状況の検証及び評価については、「袋井市

スポーツ推進審議会」に報告し、改善の検討などを行います。 

 計画を効果的かつ着実に推進するために、「ＰＤＣＡサイクル」[計画（Plan）→実

行（Do）→点検・評価（Check）→改善（Action）]を確立し、継続的に計画の進行

管理を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）行政における推進体制の強化  

本計画は、スポーツ・健康づくりに関する事項を定めた他計画と調和が保たれたも

のでなければなりません。計画の円滑な実施のために、庁内関係各課と計画の進捗状

況を共有し、取組を進めていきます。 

 

（３）国や県、周辺市町との連携  

健康づくりへの関心の高まりとともに、スポーツ・レクリエーション活動に対する

国民ニーズは高くなっています。国や県と密に情報交換を行いつつ、必要な助言及び

適切な援助を受けるとともに、特に専門性の高い施策及び市域を超えた広域的な対応

が必要な場合は、連携を強化して取り組んでいきます。 

取組や実施内容等が 

計画に沿っているか 

どうかを確認する 

従来の実績や将来の予測等 

を基にして計画を策定する 

取組や実施内容等が 

計画に沿っていない 

部分を調べて改善する 

計画に沿って取組を行う 

計画 

Action 
改善 

Plan Do 

Check 

実施 

評価 
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資料編 
 

 

１ スポーツを取り巻く現状 

（１）公共スポーツ施設の状況  

① 市内スポーツ施設等の建設状況 

  施設名 完成 施設機能 競技場等の大きさ 

1 浅羽球技場 S52.2 
野球場、 
スタンドなし
（芝生斜面） 

野球１面、ソフト２面 
（両翼 90m、センター116m） 

2 浅羽体育センター S55.5 
競技場、卓球
室、会議室、 
更衣室 

競技場（バレー２面、バスケ１
面)、卓球室（卓球５台） 

3 袋井体育センター S56.3 
競技場、 
卓球室、会議
室、更衣室 

競技場（バレー２面、バスケ１
面）、卓球室（卓球５台） 

4 袋井東地区コミュニティ広場 S56 多目的広場 ソフト約１面 

5 愛野公園テニスコート S56.3 テニスコート ４面(クレー） 42m×75m 

6 浅羽テニスコート S57.3 テニスコート ２面（砂入り人工芝） 

7 愛野公園野球場 S57.9 
野球場、 
一部スタンド
あり 

野球１面、ソフト１面 
（両翼 92ｍ、センター118m） 

8 浅羽北多目的運動広場 S59.2 多目的広場 野球１面、ソフト２面 

9 袋井北地区コミュニティ広場 S60 多目的広場 グラウンドゴルフ１面 

10 
山名コミュニティセンタート
レーニング室 

S60.9 トレーニング室 約 120 ㎡ 

11 笠原地区コミュニティ広場 S61 多目的広場 ソフト１面 

12 愛野公園弓道場 S63.4 弓道場 
射場 171.4 ㎡  

的場 70.88 ㎡ 

13 袋井Ｂ＆Ｇ海洋センター H1.3 
プール、 
更衣室等 

25ｍ×６コース、 
幼児用プール 

14 浅羽西多目的運動広場 H2 多目的広場 ソフト１面 

15 堀越公園多目的広場 H2.5 多目的広場 ソフト１面、サッカー１面 

16 浅羽東多目的運動広場 H3 多目的広場 ソフト１面 

17 
原野谷川スポーツ公園グラウ
ンド 

H4.4 多目的広場 サッカー１面 

18 二瀬多目的運動広場 H6.10 多目的広場 サッカー１面 

19 愛野公園相撲場 H7.9 相撲場 野外土俵 

20 
国道１号バイパス高架下多目
的広場 

H8.2 多目的広場 
ゲートボール３面、 
バスケ 1面 
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  施設名 完成 施設機能 競技場等の大きさ 

21 原野谷川親水公園東側広場 H8.4 多目的広場 サッカー１面、ソフト２面 

22 田原緑地グラウンド H10.3 多目的広場 サッカー１面 

23 
山名コミュニティセンターテ
ニスコート 

H10.6 テニスコート ３面（砂入り人工芝） 

24 月見の里学遊館水玉プール H12.12 
プール、 
更衣室等 

25ｍ×７コース、児童・幼児用
プール、ジャグジー、寝湯等 

25 
月見の里学遊館トレーニング
ルーム 

H12.12 トレーニング室 約 100 ㎡ 

26 
月見の里学遊館フィットネス
ルーム 

H12.12 フィットネス室 約 160 ㎡ 

27 虹のささやき公園グラウンド H13.3 多目的広場 ソフト 1面 

28 エコパスタジアム H13.3 
陸上トラック、
サッカー 

陸上 400m トラック９レーン、 
サッカー１面 

29 エコパ補助競技場 H13.3 
陸上トラック、
サッカー 

陸上 400m トラック６レーン、 
サッカー１面 

30 エコパ投てき練習場 H13.3 陸上 
やり、砲丸、ハンマー、円盤投
げ専用の練習場 

31 エコパ多目的広場等 H13.3 多目的広場 
多目的運動広場、人工芝ピッ
チ、芝生広場③、グラウンド③ 

32 エコパアリーナ H13.12 
競技場、多目
的室、会議室、
観客席等 

競技場（バレー４面、バスケ４
面)、会議室等 

33 
エコパアリーナトレーニング
ルーム 

H13.12 トレーニング室 約 370 ㎡ 

34 
エコパアリーナ研修室 
（フィットネス） 

H13.12 フィットネス室 113 ㎡ 

35 広岡河川公園グラウンド H14.3 多目的広場 
ソフト３面 
（うち１面は R2.3 完成） 

36 
中遠クリーンセンター多目的
広場 

H20.8 多目的広場 サッカー１面 

37 エコパサブアリーナ H21.3 
競技場、 
観客席等 

競技場（バレー２面、バスケ２
面) 

38 風見の丘プール室 H23.3 
プール、 
更衣室等 

25ｍ×６コース・ 
歩行用 20m×２コース、 
子ども用プール、ジャクジー
等 

39 風見の丘トレーニング室 H23.3 トレーニング室 約 130 ㎡ 

40 風見の丘フィットネス室 H23.3 フィットネス室 約 100 ㎡ 

41 宇刈里山公園多目的広場 H24.4 多目的広場 
ゲートボール、グラウンドゴ
ルフ等３箇所 

42 （仮称）春岡多目的広場 H27.3 多目的広場 
サッカー１面、グラウンドゴ
ルフ等 

43 三川地区コミュニティ広場 H28.3 多目的広場 
ソフト１面､サッカー１面 

グラウンドゴルフ等 

44 
三川地区コミュニティ広場テ
ニスコート 

H28.3 テニスコート テニス２面（砂入り人工芝） 

45 
総合体育館（さわやかアリー
ナ）メインアリーナ 

R1.9 
競技場、 
観客席 

バレー３面、バスケ２面、 
バドミントン８面 

46 
総合体育館（さわやかアリー
ナ）サブアリーナ 

R1.9 競技場 
バレー１面、バスケ１面、 
バドミントン４面 

47 
総合体育館（さわやかアリー
ナ）武道場兼多目的フロア 

R1.9 
柔道場、 
剣道場等 

約 581 ㎡（柔道場２面、剣道
場２面） 

48 
総合体育館（さわやかアリー
ナ）多目的室 

R1.9 多目的室 
ダンス、エアロビクス、軽運動
等 
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  施設名 完成 施設機能 競技場等の大きさ 

49 
総合体育館（さわやかアリー
ナ）トレーニング室 

R1.9 トレーニング室 約 253 ㎡ 

 

 

② 市内学校体育施設（体育館、武道場）の建設状況 

No. 学 校 名 建設年月 
延べ床面積 

（単位：㎡） 
構造 

経過年数 

（単位：年） 

1 袋井南中学校体育館 S53・1 1,292 S 造 42 

2 浅羽中学校武道場 S53・12 523 S 造 41 

3 袋井西小学校体育館 S56・3 729 S 造 39 

4 笠原小学校体育館 S56・3 729 S 造 39 

5 袋井東小学校体育館 S57・3 743 S 造 38 

6 三川小学校体育館 S57・3 743 S 造 38 

7 袋井中学校体育館 S60・3 1,152 S 造 35 

8 袋井南小学校体育館 S61・3 919 S 造 34 

9 今井小学校体育館 S61・3 919 S 造 34 

10 袋井北小学校体育館 S62・3 1,049 S 造 33 

11 高南小学校体育館 S62・3 919 S 造 33 

12 浅羽東小学校体育館 H4・2 1,008 R 造 28 

13 袋井中学校武道場 H4・12 450 S 造 27 

14 周南中学校体育館 H5・3 1,390 S 造 27 

15 周南中学校武道場 H5・12 459 S 造 26 

16 袋井南中学校武道場 H5・12 455 S 造 26 

17 山名小学校体育館 H6・2 919 S 造 26 

18 浅羽中学校武道場 H7・8 17 S 造 24 

19 浅羽南小学校体育館 H11・7 1,215 R 造 20 

20 浅羽中学校体育館 H19・2 1,516 S 造 13 

21 浅羽北小学校体育館 H22・2 949 S 造 10 

＊令和元年度公立学校施設台帳より。経過年数は令和２年４月１日現在 
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③ 市内学校体育施設（グラウンド）の状況 

No. 学 校 名 
面 積 

（単位：㎡） 
夜間照明施設の状況 

1 袋井東小学校グラウンド 13,671 有 

2 袋井西小学校グラウンド 13,067  

3 袋井南小学校グラウンド 10,909  

4 袋井北小学校グラウンド 9,571  

5 今井小学校グラウンド 5,957 有 

6 三川小学校グラウンド 7,186 有 

7 笠原小学校グラウンド 9,285  

8 山名小学校グラウンド 16,767 有 

9 高南小学校グラウンド 11,817 有 

10 浅羽南小学校グラウンド 10,003  

11 浅羽北小学校グラウンド 12,122 有 

12 浅羽東小学校グラウンド 8,836  

13 袋井中学校グラウンド 17,367 有 

14 周南中学校グラウンド 9,174 有 

15 袋井南中学校グラウンド 21,969 有 

16 浅羽中学校グラウンド 24,118  

＊令和元年度公立学校施設台帳より 
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④ 主要な競技種目ごとの市内スポーツ施設利用人数について 

令和元年度利用者数 

順位 競技種目 利用人数 割合 

1 水泳 135,499 人 30.93％ 

2 トレーニング（ルーム） 33,516 人 7.65％ 

3 バスケットボール 32,002 人 7.31％ 

4 バレー・ソフトバレー 30,440 人 6.95％ 

5 野球 29,393 人 6.71％ 

6 卓球 26,671 人 6.09％ 

7 サッカー・フットサル 22,030 人 5.03％ 

8 テニス・ソフトテニス 17,892 人 4.08％ 

9 フィットネス・軽運動教室 16,598 人 3.79％ 

10 空手 10,033 人 2.29％ 

11 バドミントン・ファミリーバドミントン 9,970 人 2.28％ 

12 剣道 8,488 人 1.94％ 

13 インディアカ 6,462 人 1.48％ 

14 陸上 6,373 人 1.45％ 

15 新体操 5,990 人 1.37％ 

16 エアロビック・体操 5,026 人 1.15％ 

17 弓道 4,508 人 1.03％ 

18 柔道 3,932 人 0.90％ 

19 グラウンドゴルフ 3,879 人 0.89％ 

20 ソフトボール 3,432 人 0.78％ 

21 フーバ 2,055 人 0.47％ 

22 デカスポ 1,632 人 0.37％ 

23 合気道 701 人 0.16％ 

24 バウンドテニス 602 人 0.14％ 

25 相撲 556 人 0.13％ 

26 真向法 232 人 0.05％ 

27 吹奏楽・マーチング 48 人 0.01％ 

28 その他 20,054 人 4.58％ 

合  計 438,014 人 100％ 
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⑤ 市内公共スポーツ施設の利用状況 

ア 体育館        単位：人 

No. 施設名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 袋井市民体育館（柔剣道場は除く） 37,298 36,704 34,223 

2 浅羽体育センター 58,513 54,286 46,688 

3 袋井体育センター 36,187 36,549 34,340 

4 総合体育館（さわやかアリーナ） - - - 

合  計 131,998 127,539 115,251 

＊総合体育館（さわやかアリーナ）は令和２年４月供用開始 

イ 武道場        単位：人 

No. 施設名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 袋井市民体育館柔剣道場 9,505 9,068 9,174 

2 愛野公園相撲場 1274 1375 556 

3 愛野公園弓道場 19,723 21,893 4,508 

4 総合体育館（さわやかアリーナ） - - - 

合  計 30,502 32,336 14,238 

＊総合体育館（さわやかアリーナ）は令和２年４月供用開始 

ウ 野球場        単位：人 

No. 施設名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 浅羽球技場 25,525 26,472 21,113 

2 愛野公園野球場 14,692 17,037 4,839 

合  計 40,217 43,509 25,952 

 

エ テニスコート       単位：人 

No. 施設名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 愛野公園テニスコート 12,502 13,562 7,381 

2 浅羽テニスコート 10,890 11,046 10,009 

3 山名コミュニティセンターテニスコート 6,537 6,742 6,358 

合  計 29,929 31,350 23,748 

 

オ プール        単位：人 

No. 施設名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 袋井Ｂ＆Ｇ海洋センター 87,252 68,710 25,085 

2 月見の里学遊館水玉プール 52,077 55,651 55,387 

3 風見の丘プール 55,436 55,006 55,027 

合  計 194,765 179,367 135,499 

＊浅羽Ｂ＆Ｇ海洋センターは平成 28 年８月閉館  
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カ トレーニングルーム      単位：人 

No. 施設名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 
山名コミュニティセンタートレー
ニング室 

4,804 4,777 4,272 

2 
月見の里学遊館トレーニング 
ルーム 

7,174 6,919 6,737 

3 風見の丘トレーニング室 17,558 19,039 18,924 

4 総合体育館（さわやかアリーナ） - - - 

合  計 29,536 30,735 29,933 

＊総合体育館（さわやかアリーナ）は令和２年４月供用開始 

キ 多目的広場等       単位：人 

No. 施設名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 原野谷川親水公園東側広場 19,469 28,864 8,054 

2 堀越公園多目的広場 11,074 10,972 8,993 

3 国道1号バイパス高架下多目的広場 9,117 6,697 5,509 

4 上田町グラウンド 6,976 6,902 4,407 

5 浅羽北多目的運動広場 13,360 10,620 10,786 

6 浅羽西多目的運動広場 － 3,557 4,579 

7 二瀬多目的運動広場 18,781 14,680 8,654 

合  計 78,777 82,292 50,982 

 

ク 公立学校開放施設       単位：人 

No. 施設名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 小学校体育館（12 校） 64,508 66,173 60,911 

2 中学校体育館（４校） 21,471 19,180 17,327 

3 中学校柔剣道場（４校） 13,424 12,494 11,270 

4 小学校夜間グラウンド（６校） 22,544 22,143 22,107 

5 中学校夜間グラウンド（３校） 18,659 16,610 13,853 

合  計 140,606 136,600 125,468 

 

ケ エコパ        単位：人 

No. 施設名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

1 エコパスタジアム 115,070 43,118 91,322 

2 エコパアリーナ 108,802 103,776 79,666 

3 エコパサブアリーナ 23,753 42,073 26,766 

4 エコパ補助競技場 36,887 39,060 24,142 

5 エコパアリーナトレーニングルーム 49,419 54,222 47,358 

6 
エコパアリーナ内研修室 

（フィットネス） 
3,951 3,650 3,479 

7 その他 80,008 72,054 67,943 

合  計 417,890 357,953 340,676 
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（２）スポーツ団体の状況   

① 市スポーツ協会競技部別部員数の状況 

令和２年度当初 

No. 競技部名 所属部員数 種目別割合 

1 野球部 584 人 27.10％ 

2 サッカー部 150 人 6.96％ 

3 ソフトボール部 180 人 8.35％ 

4 インディアカ部 150 人 6.96％ 

5 グラウンドゴルフ部 173 人 8.03％ 

6 バレーボール部 120 人 5.57％ 

7 テニス部 100 人 4.64％ 

8 新体操部 96 人 4.45％ 

9 剣道部 98 人 4.55％ 

10 バスケットボール部 40 人 1.86％ 

11 弓道部 58 人 2.69％ 

12 ゴルフ部 58 人 2.69％ 

13 卓球部 10 人 0.46％ 

14 エアロビック部 26 人 1.21％ 

15 山の会 35 人 1.62％ 

16 柔道部 31 人 1.44％ 

17 合気道部 20 人 0.93％ 

18 クレー射撃部 38 人 1.76％ 

19 バウンドテニス部 35 人 1.62％ 

20 陸上競技部 36 人 1.67％ 

21 水泳部 17 人 0.79％ 

22 ゲートボール部 10 人 0.46％ 

23 相撲部 10 人 0.46％ 

24 バドミントン部 16 人 0.74％ 

25 空手部 45 人 2.09％ 

26 ウェルネススポーツ吹矢 11 人 0.51％ 

27 トランポリン 8 人 0.37％ 

合 計 
2,155 人 

（内少年団 564 人） 
100％ 
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② 市スポーツ少年団の状況 

令和２年度当初 

  競技部名 登録団体 登録団員数 
指導者・ 

スタッフ数 

1 野球 9 団体 190 人 64 人 

2 サッカー 5 団体 139 人 31 人 

3 バレーボール 3 団体 65 人 18 人 

4 卓球 3 団体 62 人 23 人 

5 陸上競技 1 団体 39 人 24 人 

6 水泳 1 団体 18 人 4 人 

7 ミニバスケット 1 団体 10 人 4 人 

8 剣道 1 団体 16 人 3 人 

9 空手 2 団体 25 人 9 人 

合 計 26 団体 564 人 180 人 

 

 

（３）中学校・高等学校運動部員数の状況  

① 市内中学校の運動部員数の加入状況 

令和２年度加入時人数、単位：人       

    袋 井 袋井南 周 南 浅 羽 計 
種目別 
割合 

1 陸上競技 78 84 114 86 362 20.21％ 

2 水泳 48 20 41 41 150 8.38％ 

3 サッカー 45 39 40 51 175 9.77％ 

4 女子ソフトテニス 31 43 41 33 148 8.26％ 

5 男子バスケット 45 34 40 30 149 8.32％ 

6 男子卓球 43 22 58 32 155 8.65％ 

7 剣道 22 35 36 17 110 6.14％ 

8 女子卓球 42 12 39 22 115 6.42％ 

9 野球 34 22 26 30 112 6.25％ 

10 女子バスケット 26 － 23 30 79 4.41％ 

11 女子バレー 20 29 20 18 87 4.86％ 

12 男子ソフトテニス 31 － － 49 80 4.47％ 

13 男子バレー 17 － － － 17 0.95％ 

14 ソフトボール 23 － － 21 44 2.46％ 

15 柔道 8 － － － 8 0.45％ 

合計 513 340 478 460 1791 100％ 

全校生徒 792 496 736 610 2,634 
R2.7.10

現在 

加入率 64.77％ 68.55％ 64.95％ 75.41％ 68.00％ － 
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② 市内高等学校の運動部員数の加入状況 

令和２年度加入時人数 

高校名 
全校 
生徒 

加入者 
数 

加入率 運動部活動種目 

袋井 888 人 543 人 61.15％ 

野球、陸上競技、サッカー、卓球、水泳、 

男女テニス、男女バスケットボール、 

男女バレーボール、弓道、剣道、 

ダンス、バドミントン 

袋井商業 474 人 234 人 49.37％ 

野球、陸上競技、サッカー、卓球、水泳、 

男女テニス、男女バスケットボール、 

女子バレーボール 

 

 

 

（４）指導者の状況   

① 市スポーツ推進委員の状況（令和２年４月１日現在） 

単位：人 

スポーツ推進委員数 

人口 

スポーツ 
推進委員 
１人当たり

住民数 

活動内容 
男 女 合計 

16 16 32 88,316 2,760 
スポーツ基本法の規定に基づ
き、地域住民に対し、スポーツ
実技などの指導を行う。 
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② 市内の各スポーツ指導者の状況（令和２年４月１日現在） 

ア （財）日本体育協会公認スポーツ指導者数 

単位：人 

種 目 登録者数 活動内容 

水泳 15 

資格を取得した指導者（資格
者）は、個々のクラブ教室、
または少年団の指導者として
活動をしています。また、学
校部活動の外部指導者にも多
くの指導者が活躍していま
す。 

昨今の取り上げられる、スポ
ーツ現場での暴力やハラスメ
ントなどのあらゆる反倫理的
行為に対して、指導者制度改
定を行い、指導者資質の向上
を一層図っています。 

ソフトボール 11 

バレーボール 12 

弓道 5 

陸上競技 6 

テニス 4 

ソフトテニス 5 

剣道 3 

バスケットボール - 

空手道 3 

エアロビック 2 

プロスキー 1 

卓球 2 

新体操 1 

柔道 1 

ボート 1 

スケート 2 

なぎなた 1 

ジュニアスポーツ指導員 12 

スポーツプログラマー 1 

アスレティックトレーナー 6 

スポーツ栄養士 1 

スポーツリーダー 8 

（静岡県スポーツ協会より） 

 

イ （財）日本レクリエーション協会公認指導者数           単位：人 

名称 
指導者数 

指導内容 
男 女 合計 

レクリエーション 
4 25 29 

レクリエーション全般にわたる指
導を行う。 インストラクター 

（静岡県レクリエーション協会より） 
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ウ 静岡県トリム指導者                    単位：人 

名称 
指導者数 

指導内容 
男 女 合計 

静岡県トリム指導
者 

－ 3 3 
体操・レクリエーション種目・運
動指導等広い範囲に指導を行い、
生涯スポーツの指導を行う。 

（静岡県レクリエーション協会より） 

 

エ スポーツ少年団指導者                   単位：人 

名称 
有資格者数 

指導内容 
育成員 認定員 合計 

スポーツ少年団指
導者 

11 107 118 

スポーツ少年団指導者の中核で
あるとともに市町・県スポーツ
少年団の組織指導者のとして活
動の活性化を図る。地域におけ
る単位団活動の中心指導者とし
て指導・運営にあたる。 

（静岡県スポーツ協会より/本項目のみ R2.3 末時点） 
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（５）令和元年度全国体力・運動能力・運動習慣等調査結果  

  ※令和 2 年度は実施なし 

① 子どもの体力状況について 

ア 小学校５年生男子 

種目 

 

区分 

握力
(kg) 

上体起
こし
（回） 

長座体
前屈
（cm） 

反復横
とび
（点） 

20m 
シャト
ルラン
（回） 

50m 走
（秒） 

立ち幅 
とび

（cm） 

ソフト
ボール
投げ
（m） 

男
子(

小
学
校
５
年
生) 

袋井市 15.80 18.03 32.23 42.21 47.25 9.47 146.76 19.21 

静岡県 15.93 19.12 31.84 41.34 51.29 9.47 151.11 20.37 

全 国 16.37 19.80 33.24 41.74 50.32 9.42 151.45 21.61 

比
較 

県 ● ● ○ ○ ● △ ● ● 

全
国 

● ● ● ○ ● ● ● ● 

＊○は市の記録が上回っている。●は市の記録が下回っている。△は同記録。 

 

イ 小学校５年生女子 

種目 

 

区分 

握力
(kg) 

上体起
こし
（回） 

長座体
前屈
（cm） 

反復横
とび
（点） 

20m 
シャト
ルラン
（回） 

50m 走
（秒） 

立ち幅 
とび

（cm） 

ソフト
ボール
投げ
（m） 

女
子(

小
学
校
５
年
生) 

袋井市 16.06 18.28 37.54 40.67 39.80 9.65 142.81 13.04 

静岡県 15.90 18.46 36.39 40.21 42.98 9.62 146.91 13.89 

全 国 16.09 18.95 37.62 40.14 40.79 9.64 145.68 13.61 

比
較 

県 ○ ● ○ ○ ● ● ● ● 

全
国 

● ● ● ○ ● ● ● ● 

＊○は市の記録が上回っている。●は市の記録が下回っている。△は同記録。 
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ウ 中学２年生男子 

種目 

 

区分 

握力
(kg) 

上体起
こし

（回） 

長座体
前屈
（cm） 

反復横
とび

（点） 

持久走
（秒） 

50m 走
（秒） 

立ち幅
とび

（cm） 

ハンド
ボール
投げ
（m） 

男
子(

中
学
２
年
生) 

袋井市 28.55 25.81 42.18 52.46 396.20 7.97 196.25 20.14 

静岡県 28.37 27.07 43.53 52.70 391.10 7.95 198.21 20.76 

全 国 28.65 26.96 43.50 51.91 398.98 8.02 195.03 20.40 

比
較 

県 ○ ● ● ● ● ● ● ● 

全
国 

● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 

＊○は市の記録が上回っている。●は市の記録が下回っている。△は同記録。 

 

エ 中学２年生女子 

種目 

 

区分 

握力
(kg) 

上体起
こし

（回） 

長座体
前屈
（cm） 

反復横
とび

（点） 

持久走
（秒） 

50m 走
（秒） 

立ち幅
とび
（cm） 

ハンド
ボール
投げ
（m） 

女
子(
中
学
２
年
生) 

袋井市 24.16 22.76 45.83 47.46 280.50 8.68 174.88 13.21 

静岡県 23.94 23.9 47.57 47.80 283.36 8.68 174.66 13.74 

全 国 23.79 23.69 46.32 47.28 289.82 8.81 169.90 12.96 

比
較 

県 ○ ● ● ● ○ △ ○ ● 

全
国 

○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 

＊○は市の記録が上回っている。●は市の記録が下回っている。△は同記録。 
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② 子どものスポーツ実施状況（学校体育授業を除く）について 

 

【参考とするアンケート項目】   

放課後や学校が休みの日に、運動部活動や地域スポーツクラブ以外で、運動（体を動

かす遊びをふくむ）やスポーツをすることがありますか 

 

ア 小学校５年生男子                     単位：％ 

  袋井市 静岡県 全国 

よくある 36.8 39.5 43.3 

ときどきある 40.2 38.2 35.1 

あまりない 12.1 14.5 14.2 

まったくない 10.9 7.8 7.4 

 

イ 小学校５年生女子                     単位：％ 

  袋井市 静岡県 全国 

よくある 33.6 29.4 32.7 

ときどきある 44.3 45.3 42.2 

あまりない 16.7 18.8 17.9 

まったくない 5.5 6.5 7.2 

 

ウ 中学２年生男子                      単位：％ 

  袋井市 静岡県 全国 

よくある 28.8 33.5 33.1 

ときどきある 38.3 36.9 34.5 

あまりない 23.2 18.3 20.0 

まったくない 9.8 11.3 12.3 

 

エ 中学２年生女子                      単位：％ 

  袋井市 静岡県 全国 

よくある 17.6 18.2 18.0 

ときどきある 35.9 37.9 35.6 

あまりない 29.7 27.6 29.2 

まったくない 16.8 16.3 17.2 
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